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〔
一
〕

　
　

先
ず
は
中
国
の
書
籍
所
載
の
物
語
か
ら
。

　

東と
う
し
ん晋
（
三
一
七
─
四
二
〇
）
の
干か
ん

宝ぽ
う

編（
（
（

撰
と
言
わ
れ
る（

（
（

古
今
の
怪
異
非
常
を
語
っ
た
紀
元
四
世
紀
の
『
捜そ
う

神じ
ん

記き

』
全
二
十
巻
は
中
国
後

代
の
稗は
い

史し

小
説
お
よ
び
民
間
伝
承
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た（

（
（

が
、
日
本
に
も
舶
載
さ
れ
て
同
様
の
形
で
伝
播
し
た
痕
跡
が
少
な
く
な
い（

（
（

。

　

た
と
え
ば
、
こ
ん
な
話
は
ど
う
だ
ろ
う
。
な
お
〔　
　
　
　
　

〕
内
は
論
者
の
補
足
で
あ
る
（
以
下
同
様
）。

　

先
ず
原
文（

（
（

を
掲
げ
る
〔
旧
字
は
新
字
に
改
め
た
〕。
巻
十
八
に
あ
る
。
題
す
れ
ば
「
細
腰
」
か
。

日
本
民
話
「
化
け
物
寺
」
の
由
来

鈴　

木　
　
　

滿

─
中
国
の
源
泉
と
日
本
へ
の
流
入
─
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魏
郡
張
奮
者
，
家
本
巨
富
，
忽
衰
老
財
散
，
遂
売
宅
与
程
応
。
応
入
居
，
挙
家
病
疾
，
転
売
隣
人
何
文
。
文
先
独
持
大
刀
，
暮
入
北
堂

中
梁
上
。
至
三
更
竟
，
忽
有
一
人
，
長
丈
余
，
高
冠
黄
衣
，
升
堂
，
呼
曰

：「
細
腰
。」
細
腰
応
諾
，
曰

：「
舎
中
何
以
有
生
人
気
？
」
答

曰

：「
無
之
。」
便
去
。
須
臾
，
有
矣
一
高
冠
青
衣
者
；
次
之
，
又
有
高
冠
白
衣
者
。
問
答
并
如
前
。
及
将
暁
，
文
乃
下
堂
中
，
如
向
法
呼

之
，
問
曰

：「
黄
衣
者
為
誰
？
」
曰

：「
金
也
。
在
堂
西
壁
下
。」「
青
衣
者
為
誰
？
」
曰

：「
銭
也
。
在
堂
前
井
辺
五
歩
。」「
白
衣
者
為

誰
？
」
曰

：「
銀
也
。
在
牆
東
北
角
柱
下
。」「
汝
復
為
誰
？
」
曰
：「
我
，
杵
也
、
今
在
竈
下
。」
及
暁
，
文
按
次
掘
之
，
得
金
銀
五
百
斤
，

銭
千
万
貫
，
仍
取
杵
焚
之
。
由
此
大
富
，
宅
遂
清
寧
。

　

次
に
読
み
下
し
文
に
し
て
み
る
〔
句
読
点
は
い
く
ら
か
読
み
易
く
改
め
た
〕。

　

魏ぎ

郡ぐ
ん

の
張
奮
は
、
家
本も
と

巨
富
な
れ
ど
も
、
忽
ち
衰
老
し
財
散
じ
、
遂
に
宅
を
売
り
て
程
応
に
与
う
。
応
入
居
す
る
に
、
家
を
挙
げ
て
病

疾
し
、
隣
人
の
何か

文ぶ
ん

に
転
売
す
。
文
先
に
独
り
大
刀
を
持
ち
て
、
暮
に
北
堂
中
に
入
り
梁は
り

に
上の
ぼ

る
。
三
更
の
竟お
わ

り
に
至
り
、
忽
ち
一
人
有

り
。
長た
け

丈
余
、
高
冠
黄
衣
、
堂
に
升の
ぼ

り
、
呼
び
て
曰
く
「
細
腰
」
と
。
細
腰
応
諾
す
。
曰
く
「
舎
中
何
ぞ
以
て
生せ
い

人じ
ん

の
気
の
有
る
や
」
と
。

答
え
て
曰
く
「
之こ
れ

無
し
」
と
。
便す
な
わ

ち
去
る
。
須し
ゅ

臾ゆ

に
し
て
有
り
、
一
高
冠
青
衣
の
者
。
之
に
次
ぎ
て
、
又
高
冠
白
衣
の
者
有
り
。
問
答

并な
ら

び
に
前さ
き

の
如
し
。
将ま
さ

に
暁
に
な
ら
ん
と
す
る
に
及
び
、
文
乃
ち
堂
中
に
下
り
、
向さ
き

の
法
の
如
く
之
を
呼
び
、
問
い
て
曰
く
「
黄
衣
の
者

は
誰た
れ

と
為
す
や
」
と
。
曰
く
「
金
な
り
。
堂
西
の
壁
下
に
在
り
」
と
。「
青
衣
の
者
は
誰
と
為
す
や
」
と
。
曰
く
「
銭
な
り
。
堂
前
の
井せ
い

辺へ
ん

五
歩
に
在
り
」
と
。「
白
衣
の
者
は
誰
と
為
す
や
」
と
。
曰
く
「
銀
な
り
。
牆し
ょ
う

の
東
北
角
の
柱
下
に
在
り
」
と
。「
汝
は
復ま
た

誰
と
為
す

や
」
と
。
曰
く
「
我
は
杵き
ね

な
り
。
今
竈べ
つ

下か

に
在
り
」
と
。
暁
に
及
び
、
文
按
次
し
て
之
を
掘
る
に
、
金
銀
五
百
斤
、
銭
千
万
貫
を
得
た
り
。

仍
ち
杵
を
取
り
て
之
を
焚
く
。
此
れ
に
由
り
て
大
い
に
富
み
、
宅
は
遂
に
清
寧
な
り
。
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最
後
に
現
代
語
訳（

（
（

を
試
み
る
。

　

魏
郡（

（
（

の
張
奮
は
、
も
と
も
と
大
層
な
財
産
家
だ
っ
た
が
、
急
に
衰
窮
し
て
破
産
し
た
。
そ
こ
で
と
う
と
う
居
宅
を
程
応
に
売
却
し
た
。

応
が
引
越
し
た
と
こ
ろ
、
一
家
中
が
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
隣
人
の
何か

文ぶ
ん

に
転
売
し
た
。
文
は
ま
ず
独
り
で
大
刀
を
持
ち
、
日

暮
れ
が
た
に
北
堂（

（
（

の
中
に
入
り
、
梁は
り

に
上の
ぼ

っ
た
。
三
更
が
果
て
る
頃（

（
（

、
突
然
あ
る
者
が
現
れ
た
。
背
丈
は
一
丈（
（（
（

余
り
、
高
い
冠
を
被
り
黄

の
衣
を
纏
っ
て
い
る
の
が
、
庭
か
ら
座
敷
に
上
が
っ
て
来
て
、「
細
腰
よ
」
と
だ
れ
か
を
呼
び
立
て
た
。
細
腰
が
返
事
を
し
た
。
黄
衣
の

者
が
言
う
に
は
「
家
の
中
に
ど
う
し
て
生
き
た
人
間
の
い
る
気
配
が
あ
る
の
だ
」。
細
腰
が
答
え
て
言
う
に
は
「
そ
ん
な
の
は
お
り
ま
せ

ん
」。
す
る
と
立
ち
去
っ
た
。
暫
く
し
て
、
一
人
の
高
い
冠
を
被
り
青
い
衣
を
纏
っ
て
い
る
の
が
次
に
や
っ
て
来
た
。
ま
た
高
い
冠
を
被

っ
て
白
い
衣
を
纏
っ
た
の
も
来
た
。
問
い
も
答
え
も
共
に
最
初
と
同
じ
だ
っ
た
〔
こ
の
よ
う
に
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
民
間
伝
承
の
語
り

口
と
し
て
は
、
最
初
と
全
く
同
じ
反
復
が
な
さ
れ
、
合
計
三
度
の
問
答
が
あ
る
は
ず
で
、
そ
う
で
な
く
て
は
落
ち
着
き
が
悪
い
〕。
明
け

方
に
な
ろ
う
と
す
る
頃
〔
し
か
し
、
ま
だ
暗
い
の
で
妖
怪
変
化
は
活
動
し
て
い
る
。「
細
腰
」
も
返
答
で
き
る
状
態
に
あ
る
わ
け
〕、
文
は

堂
に
下
り
、
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
に
従
っ
て
訊
ね
て
言
っ
た
。「
黄
の
衣
の
者
は
何
だ
」。
答
え
て
い
わ
く
「
黄
金
〔
の
精
〕
で
す
。
堂
の

西
の
壁
の
下
に
あ
り
ま
す
」。「
青
い
衣
の
者
は
何
だ
」。「
青
い
銅
銭
〔
銅
銭
は
青
く
錆
び
る
〕〔
の
精
〕
で
す
。
堂
の
前
の
井
戸
の
辺
り
、

五
歩
の
所
に
あ
り
ま
す
」。「
白
い
衣
の
者
は
何
だ
」。「
白
銀
〔
の
精
〕
で
す
。
牆へ
い

の
東
北
の
角
の
柱
の
下
に
あ
り
ま
す
」。「
さ
て
お
ま
え

は
い
っ
た
い
何
だ
」。「
わ
た
し
は
杵（
（（
（

〔
の
精
〕
で
す
。
今
竈か
ま
ど

の
下
に
お
り
ま
す
」。
夜
が
明
け
て
〔
つ
ま
り
妖
怪
変
化
の
活
動
時
間
が
終

了
し
て
か
ら
〕、
文
が
順
番
に
発
掘
す
る
と
、
金
銀
五
百
斤（
（（
（

、
銭
千
万
貫（
（（
（

を
得
た
。
そ
れ
か
ら
杵
を
取
っ
て
燃
や
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
う

し
て
大
い
に
富
み
、
居
宅
は
結
局
平
穏
無
事
だ
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
最
初
金
銀
お
よ
び
銅
銭
の
精
が
、
彼
ら
と
し
て
は
お
そ
ら
く
危
害
を
加
え
る
意
図
は
無
か
っ
た
の
に
、
そ
の
い
わ
ゆ
る
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「
気
」
が
天
然
自
然
に
転
宅
者
一
家
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
次
第
だ
が
、
病
気
に
し
て
し
ま
っ
た
程
度
で
、
幸
い
死
者
が
出
ぬ
う
ち
、

新
た
な
入
手
者
が
賢
明
に
進
退
し
た
た
め
、
め
で
た
し
、
め
で
た
し
、
に
終
わ
っ
て
い
る
。
多
分
、
金
銀
お
よ
び
銅
銭
と
し
て
も
世
に
出

て
用
い
ら
れ
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
こ
に
哀
れ
を
留
め
た
の
は
片
手
杵
の
「
細
腰
」
で
、
留
守
居
役
と
し
て
奉
仕
し
た
挙

句
、
器
物
の
精
怪
は
不
祥
で
あ
る
、
と
ば
か
り
人
間
に
よ
っ
て
火
刑
に
処
さ
れ
た
。
さ
ぞ
か
し
不
本
意
で
あ
っ
た
ろ
う
、
と
推
察
す
る
。

　

次
に
紹
介
す
る
の
は
、
同
じ
く
巻
十
八
に
あ
る
、
同
工
異
曲
で
は
あ
る
が
も
っ
と
怖
い
話
。

　

こ
れ
は
宋
の
李
昉
撰
『
太
平
広
記
』
五
百
巻
巻
四
百
三
十
九
畜
獣
六
の
「
豕い
の
こ

」
の
部
に
「
安
陽
書
生
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
原
文
を
掲
げ
る
。

　

安
陽
城
南
有
一
亭
，
夜
不
可
宿
，
宿
輒
殺
人
。
書
生
明
術
数
，
乃
過
宿
之
，
亭
民
曰

：「
此
不
可
宿
。
前
後
宿
此
，
未
有
活
者
。」
書
生

曰

：「
無
苦
也
。
吾
自
能
諧
。」
遂
住
廨
舎
。
乃
端
坐
誦
書
，
良
久
乃
休
。
夜
半
後
，
有
一
人
，
著
皁
単
衣
，
来
往
戸
外
，
呼
亭
主
。
亭
主

応
諾
。「
見
亭
中
有
人
耶
？
」
答
曰

：「
向
者
有
一
書
生
，
在
此
読
書
。
適
休
。
似
未
寝
。」
乃
暗
嗟
而
去
。
須
臾
，
復
有
一
人
，
冠
赤
幘

者
，
呼
亭
主
。
問
答
如
前
。
復
暗
嗟
而
去
。
既
去
寂
然
。
書
生
知
無
来
者
，
即
起
詣
向
者
呼
処
，
効
呼
亭
主
。
亭
主
亦
応
諾
。
復
云

：

「
亭
中
有
人
耶
？
」
亭
主
答
如
前
。
乃
問
曰

：「
向
黒
衣
来
者
誰
？
」
曰

：「
北
舎
母
猪
也
。」
又
曰

：「
冠
赤
幘
来
者
誰
？
」
曰

：「
西
舎
雄

鶏
父
也
。」
曰

：「
汝
復
誰
耶
？
」
曰

：「
我
是
老
蠍
也
。」
於
是
書
生
密
便
誦
書
至
明
，
不
敢
寐
。
天
明
，
亭
民
来
視
，
驚
曰

：「
君
何
得

独
活
？
」
書
生
曰

：「
促
索
剣
来
。
吾
与
卿
取
魅
。」
乃
握
剣
至
昨
夜
応
処
，
果
得
老
蠍
，
大
如
琵
琶
，
毒
長
数
尺
。
西
舎
得
老
雄
鶏
父
，

北
舎
得
老
母
猪
。
凡
殺
三
物
，
亭
毒
遂
静
，
永
無
災
横
。
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読
み
下
し
文
。

　

安あ
ん
よ
う陽
の
城
南
に
一
亭
有
り
。
夜
宿
す
べ
か
ら
ず
。
宿
さ
ば
輒す
な
わ

ち
人
を
殺
す
。
書
生
の
術じ
ゅ
っ

数す
う

に
明
ら
か
な
る
あ
り
。
乃
ち
過よ
ぎ

り
て
之
に

宿
す
。
亭
民
の
曰
く
「
此こ
れ

宿
す
べ
か
ら
ず
。
前
後
此
に
宿
し
て
、
未
だ
活
く
る
者
無
し
」
と
。
書
生
の
曰
く
「
苦
無
き
な
り
。
吾
自
ら
能

く
諧
す
」
と
。
遂
に
廨か
い
し
ゃ舎
に
住
む
。
乃
ち
端
坐
し
て
書
を
誦
し
、
良や

や久
に
し
て
乃
ち
休や

む
。
夜
半
の
後
、
一
人
有
り
。
皁く
ろ

き
単
衣
を
著つ

け
、

戸
外
に
来
往
し
、
亭
主
と
呼
ぶ
。
亭
主
応
諾
す
。「
亭
中
人
有
る
を
見
る
や
」
と
。
答
え
て
曰
く
「
向さ
き

に
一
書
生
有
り
。
此
れ
に
在
り
て

書
を
読
め
り
。
適
た
ま
た
ま

休
む
。
未
だ
寝い

ね
ざ
る
に
似
た
り
」
と
。
乃
ち
暗あ
ん

嗟さ

し
て
去
る
。
須し
ゅ

臾ゆ

に
し
て
、
復ま
た

一
人
有
り
。
赤せ
き
さ
く幘
を
冠
す
る
者

の
亭
主
と
呼
ぶ
。
問
答
前さ
き

の
如
し
。
復
暗
嗟
し
て
去
る
。
既
に
去
り
て
寂せ
き
ぜ
ん然
た
り
。
書
生
来
た
る
者
の
無
き
を
知
り
、
即
ち
起
ち
て
向
に

呼
ぶ
処
に
詣い
た

り
、
効な
ら

い
て
亭
主
と
呼
ぶ
。
亭
主
亦ま
た

応
諾
す
。
復
云
わ
く
「
亭
中
人
有
り
や
」
と
。
亭
主
前
の
如
く
答
う
。
乃
ち
問
い
て
曰

く
「
向さ
き

に
黒
衣
に
し
て
来
れ
る
は
誰
ぞ
」
と
。
曰
く
「
北
舎
の
母
猪
な
り
」
と
。
又
曰
く
「
赤
幘
を
冠
し
て
来
れ
る
は
誰
ぞ
」
曰
く
「
西

舎
の
雄
鶏
父
な
り
」
と
。
曰
く
「
汝
は
復
誰
な
る
や
」
と
。
曰
く
「
我
は
是
れ
老ろ
う
か
つ蠍
な
り
」
と
。
是こ
こ

に
於
い
て
書
生
密ひ
そ

か
に
便す
な
わ

ち
書
を

誦
し
明
に
至
り
、
敢
て
寐い

ね
ず
。
天
明
、
亭
民
来
た
り
視
て
、
驚
き
て
曰
く
「
君
何
す
れ
ぞ
独
り
活
く
る
を
得
た
る
や
」
と
。
書
生
曰
く

「
促す
み

や
か
に
剣
を
索も
と

め
来
た
れ
。
吾
卿け
い

と
魅み

を
取
ら
ん
」
と
。
乃
ち
剣
を
握
り
昨
夜
の
応
え
る
処
に
至
れ
ば
、
果
し
て
老
蠍
を
得
た
り
。

大お
お

い
さ
琵び

わ琶
の
如
く
、
毒
長
数
尺
。
西
舎
に
老
雄ゆ
う

鶏け
い

父ふ

を
得
、
北
舎
に
老
母ぼ

猪ち
ょ

を
得
た
り
。
凡あ
わ

せ
て
三
物
を
殺
す
に
、
亭
毒
遂
に
静
ま
り
、

永
く
災
横
無
し
。

　

現
代
語
訳
は
こ
う
も
あ
ろ
う
か
。

　

安
陽（
（（
（

の
城ま
ち

の
南
に
一
つ
の
駅
館（
（（
（

が
あ
っ
た
。
夜
は
宿
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
宿
れ
ば
そ
の
人
は
死
ぬ
の
で
あ
る
。
書
生（
（（
（

で
術
数
の
道（
（（
（

に
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長
け
て
い
る
の
が
い
た
。
こ
の
町
に
や
っ
て
来
て
、
こ
こ
に
宿
を
取
っ
た
。
駅
館
の
吏
員
が
言
っ
た
。「
こ
こ
に
お
泊
り
に
な
っ
て
は
い

け
ま
せ
ぬ
。
こ
の
と
こ
ろ
こ
こ
に
お
泊
り
に
な
っ
て
、
生
き
て
い
た
か
た
は
お
ら
れ
ま
せ
ぬ
」。
書
生
が
言
う
よ
う
「
一
向
か
ま
わ
な
い
。

わ
た
し
は
ち
ゃ
ん
と
う
ま
く
や
っ
て
の
け
ら
れ
る
」。
そ
し
て
と
う
と
う
官
舎
に
泊
り
込
ん
だ
。
さ
て
書
生
は
き
ち
ん
と
座
っ
て
、
本
を

朗
誦
し
て
い
た
が
、
暫
く
し
て
止
め
た
。
真
夜
中
が
過
ぎ
た
時
、
あ
る
者
が
や
っ
て
来
た
。
黒
い
単ひ
と
え衣
を（

（（
（

着
て
お
り
、
建
物
の
外
に
来
て
、

亭
主（

（（
（

、
と
呼
ん
だ
。
亭
主
〔
元
よ
り
人
間
で
は
無
い
〕
が
「
は
い
」
と
返
事
を
し
た
。「
駅
館
の
中
に
人
間
が
い
る
の
を
見
た
か
」
と
訊

く
。
答
え
て
言
う
に
は
「
さ
っ
き
一
人
の
書
生
が
お
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
い
て
本
を
読
ん
で
お
り
ま
し
た
。
今
た
ま
た
ま
読
む
の
を
止
め

て
お
り
ま
す
。
ど
う
も
ま
だ
寝
て
い
な
い
よ
う
で
す
」。
す
る
と
そ
や
つ
は
嘆
息
し
て
立
ち
去
っ
た
。
暫
く
し
て
ま
た
一
人
、
赤
い
頭
巾

を
被
っ
た
者（

（（
（

が
や
っ
て
来
て
、
亭
主
、
と
呼
ん
だ
。
問
答
は
前
と
同
様
〔
民
間
伝
承
の
語
り
口
で
は
、
煩
を
厭
わ
ず
、
同
じ
科
白
を
き
ち

ん
と
反
復
す
る
の
だ
が
〕。
そ
や
つ
も
ま
た
嘆
息
し
て
立
ち
去
っ
た
。
立
ち
去
っ
た
あ
と
は
ひ
っ
そ
り
し
た
。
書
生
は
、
も
う
来
る
者
が

無
い
、
と
知
り
、
す
ぐ
に
立
ち
上
が
っ
て
前
の
者
が
声
を
掛
け
た
場
所
に
行
き
、
真
似
を
し
て
、
亭
主
、
と
呼
ん
だ
。
亭
主
が
や
は
り

「
は
い
」
と
答
え
た
。
ま
た
言
う
に
は
「
駅
館
の
中
に
人
間
が
い
る
か
」。
亭
主
は
前
と
同
様
に
答
え
た
。
そ
こ
で
訊
く
に
は
「
さ
っ
き
黒

い
衣
を
纏
っ
て
来
た
の
は
何
だ
」。
い
わ
く
「
北
の
家
の
お
っ
か
さ
ん
豚
で
す
」。
ま
た
訊
い
て
「
赤
い
頭
巾
を
被
っ
て
来
た
の
は
何
だ
」。

い
わ
く
「
西
の
家
の
雄
鶏
と
っ
つ
ぁ
ん
で
す
」。「
お
ま
え
は
い
っ
た
い
何
だ
」
と
訊
く
と
、
答
え
て
言
う
に
は
「
わ
し
は
年
老
い
た
蠍さ
そ
り

で
す
」。
そ
こ
で
書
生
は
明
け
方
に
な
る
ま
で
静
か
に
ひ
た
す
ら
本
を
朗
誦
し
て
、
寝
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
明
け
方
に
な
る
と
、
駅
館

の
吏
員
が
や
っ
て
来
て
、
書
生
が
無
事
な
の
を
見
て
驚
き
、「
ど
う
し
て
あ
な
た
だ
け
が
死
な
な
い
で
済
ん
だ
の
で
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
。

書
生
が
言
う
よ
う
「
急
い
で
剣
を
探
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
。
わ
た
し
は
あ
な
た
と
と
も
に
怪
物
を
捕
ま
え
ま
し
ょ
う
」。
そ
し
て
剣
を
握

り
、
昨
夜
返
事
が
し
た
場
所
に
行
く
と
、
果
し
て
老
い
た
蠍
を
見
つ
け
た
。
大
き
さ
は
琵
琶
ほ
ど
も
あ
り
、
毒
尾
の
長
さ
は
数
尺
だ
っ
た
。

西
の
家
で
は
老
い
た
雄
鶏
を
見
つ
け
、
北
の
家
で
は
老
い
た
雌
豚
を
見
つ
け
た
。
合
わ
せ
て
こ
の
三
匹
を
殺
す
と
、
駅
館
の
厄
難
は
漸
く
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収
ま
り
、
以
後
ず
っ
と
災
害
は
無
か
っ
た
。

　

書
生
が
劫
を
経
た
動
物
ど
も
に
生
命
を
奪
わ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
単
に
起
き
て
い
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
本
、
多
分
儒
書
を
読
ん
で
い

た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
か
。
し
か
ら
ば
、
学
問
の
一
得
と
言
い
つ
べ
し
。

　

官
営
の
宿
駅
、
す
な
わ
ち
駅
站た
ん

に
あ
る
こ
れ
も
官
営
の
旅
館
は
、『
捜
神
記
』
で
は
し
ば
し
ば
妖
怪
変
化
の
出
没
す
る
場
所
に
擬
せ
ら

れ
て
い
る
。
巻
十
六
「
汝
南
汝
陽
西
門
亭
」（
妖
怪
は
不
明
）、
巻
十
八
「
南
陽
西
郊
有
一
亭
」（
妖
怪
は
老
狐
）、「
北
部
督
郵
」（
妖
怪
は

老
狐
）、「
陳
郡
謝
鯤
」（
妖
怪
は
鹿
）、「
廬
陵
郡
都
亭
」（
妖
怪
は
老
豨き

〈
老
い
た
豚
〉
と
老
狸（
（（
（

〈
老
い
た
野
猫
、
あ
る
い
は
山
猫
）
の
舞

台
が
い
ず
れ
も
こ
れ
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
物
語
は
い
ず
れ
も
妖
怪
が
駅
亭
に
棲
む
何
物
か
に
声
を
掛
け
る
型
で
は
な
い
た
め
、
こ
こ
で

は
紹
介
し
な
い
。

　

で
は
も
う
一
つ
類
話
を
。
こ
れ
は
巻
十
九
に
あ
る
。
題
す
れ
ば
「
丹
陽
道
士
」
か
。

　

こ
れ
は
『
太
平
広
記
』
巻
四
百
六
十
七
水
族
四
水
族
為
人
に
「
謝
非
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
若
干
語
句
の
相
違
が
あ
る
が
、
大

筋
に
は
関
係
無
い
。

　

原
文
は
以
下
の
通
り
。

　

丹
陽
道
士
謝
非
，
往
石
城
買
冶
釜
。
還
，
日
暮
，
不
及
至
家
。
山
中
廟
舎
於
渓
水
上
，
入
中
宿
。
大
声
語
曰

：「
吾
是
天
帝
使
者
，
停

此
宿
。」
猶
畏
人
劫
奪
其
釜
，
意
苦
搔
搔
不
安
。
二
更
中
，
有
来
至
廟
門
者
，
呼
曰

：「
何
銅
。」
銅
応
喏
。
曰

：「
廟
中
有
人
気
，
是

誰
？
」
銅
云

：「
有
人
，
言
是
天
帝
使
者
。」
少
頃
便
還
。
須
臾
，
又
有
来
者
，
呼
銅
，
問
之
如
前
，
銅
答
如
故
，
復
嘆
息
而
去
。
非
驚
擾
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不
得
眠
，
遂
起
，
呼
銅
問
之

：「
先
来
者
誰
？
」
答
言

：「
是
水
辺
穴
中
白
鼉
。」「
汝
是
何
等
物
？
」
答
言

：「
是
廟
北
巌
嵌
中
亀
也
。」
非

皆
陰
識
之
。
天
明
，
便
告
居
人
，
言

：「
此
廟
中
無
神
。
但
是
亀
，
鼉
之
輩
，
徒
費
酒
食
祀
之
，
急
具
鍤
来
，
共
往
伐
之
。」
諸
人
亦
頗
疑

之
。
於
是
并
会
伐
採
掘
，
皆
殺
之
。
遂
壊
廟
絶
祀
，
自
後
安
静
。

　

読
み
下
し
文
。

　

丹た
ん

陽よ
う

の
道
士
謝し
ゃ

非ひ

、
石せ
き

城じ
ょ
う

に
往
き
て
冶や

釜ふ

を
買
う
。
還か
え

る
に
、
日
暮
れ
、
家
に
至
る
に
及
ば
ず
。
山
中
廟び
ょ
う
し
ゃ舎
渓
水
の
上ほ
と

り
に
あ
り
。

入
り
て
宿
に
中あ

つ
。
大た
い
せ
い声
し
て
語
り
て
曰
く
「
吾
是こ
れ

天
帝
の
使
者
に
し
て
、
此
の
宿
に
停
ま
る
」
と
。
猶な
お

人
の
其
の
釜
を
劫ご
う
だ
つ奪
す
る
を
畏

れ
、
意お
も

い
苦
し
み
搔そ
う
そ
う搔
と
し
て
安
か
ら
ず
。
二
更
中
、
来
り
て
廟
門
に
至
れ
る
者
の
有
り
、
呼
び
て
曰
く
「
何い
ず
く

ん
ぞ
銅
や
」
と
。
銅
喏だ
く

と
応
ず
。
曰
く
「
廟
中
人じ
ん

気き

有
り
、
是
誰
な
る
や
」
と
。
銅
の
云
え
ら
く
「
人
有
り
て
、
是
天
帝
の
使
者
な
り
、
と
言
え
り
」
と
。
少し
ょ
う

頃け
い

に
し
て
便す
な
わ

ち
還
る
。
須し
ゅ

臾ゆ

に
し
て
、
又
来
れ
る
者
有
り
。
銅
と
呼
び
、
之
に
問
う
こ
と
前さ
き

の
如
く
、
銅
の
答
う
る
こ
と
故も
と

の
如
し
、

復ま
た

嘆
息
し
て
去
る
。
非
驚き
ょ
う

擾じ
ょ
う

し
て
眠
る
こ
と
を
得
ず
、
遂
に
起
ち
て
、
銅
と
呼
び
て
之
に
問
う
。「
先
に
来
た
れ
る
者
は
誰
な
る
や
」

と
。
答
え
て
言
う
「
是
水
辺
の
穴け
つ

中ち
ゅ
う

の
白は
く

鼉だ

な
り
」
と
。「
汝
是
何
ら
の
物
な
る
や
」
と
。
答
え
て
言
う
「
是
廟
北
の
巌が
ん

嵌か
ん

中
の
亀き

な

り
」
と
。
非
皆
陰ひ
そ

か
に
之
を
識お
ぼ

ゆ
。
天
明
、
便
ち
居
人
に
告
げ
て
言
う
「
此
の
廟
中
神
無
し
。
但た
だ

是
亀
鼉
の
輩は
い

の
み
。
徒い
た
ず

ら
に
酒
食
を

費
や
し
て
之
を
祀ま
つ

れ
り
。
急
ぎ
鍤そ
う

を
具
し
て
来
た
れ
、
共
に
往
き
て
之
を
伐う

た
ん
」
と
。
諸
人
亦ま
た

頗
る
之
を
疑
う
。
是こ
こ

に
お
い
て
并あ
わ

せ
会か
い

し
て
伐ば
つ
く
つ掘
し
、
皆
之
を
殺
せ
り
。
遂
に
廟
を
壊
し
祀
を
絶
ち
、
自
後
安
静
な
り
。

　

現
代
語
訳
。

　

丹
陽（

（（
（

の
道
士（

（（
（

謝
非
が
石
城（

（（
（

に
出
掛
け
て
丹た
ん

薬や
く

を（
（（
（

煉
成
す
る
た
め
の
釜
を
買
っ
た
。
帰
宅
す
る
途
中
、
日
が
暮
れ
て
し
ま
い
、
家
に
辿
り
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着
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
山
の
中
で
社や
し
ろ

が
谷
川
の
畔ほ
と
り

に
あ
っ
た
の
で
中
に
入
っ
て
宿
に
し
た
。
そ
し
て
大
き
な
声
で
「
わ
た
し
は

天
帝（
（（
（

の
使
者
で
あ
る
ぞ
。
こ
の
宿
に
泊
ま
る
こ
と
に
し
た
」
と
ど
な
っ
た
。
だ
が
な
お
、
せ
っ
か
く
買
っ
た
釜
を
誰
か
が
奪
う
の
で
は
な

い
か
、
と
危
惧
し
、
あ
れ
こ
れ
と
思
い
煩
っ
て
不
安
で
眠
れ
ず
に
い
た
。
二
更（
（（
（

中
、
社
の
門
ま
で
や
っ
て
来
た
者
が
有
り
、「
銅
は
ど
こ

に
お
る
」
と
呼
ん
だ
。
す
る
と
銅
が
「
は
い
」
と
応
答
し
た
。
曰
く
「
社
の
中
に
人
間
の
気
配
が
あ
る
。
こ
れ
は
い
っ
た
い
何
者
だ
」。

銅
が
言
う
よ
う
「
人
間
が
参
り
ま
し
て
、
天
帝
の
使
者
で
あ
る
、
と
申
し
て
お
り
ま
す
」。
そ
の
者
は
〔「
溜
息
を
つ
い
た
が
」
が
欠
落
し

て
い
る
〕〕
暫
く
し
て
帰
っ
て
行
っ
た
。
少
し
す
る
と
、
ま
た
や
っ
て
来
た
者
が
あ
る
。「
銅
」
と
呼
び
、
前
の
者
と
同
様
の
質
問
を
し
、

銅
の
答
え
も
さ
っ
き
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
す
る
と
こ
の
者
も
ま
た
溜
息
を
つ
い
て
立
ち
去
っ
た
。
非
は
胸
が
ど
き
ど
き
し
て
眠
る
こ
と

が
で
き
ず
、
と
う
と
う
立
ち
上
が
っ
て
、「
銅
」
と
呼
ん
で
訊
い
た
。「
初
め
来
た
者
は
誰
な
の
だ
」。
答
え
て
言
う
に
は
「
あ
れ
は
水み
ず

辺べ

の
穴
の
中
に
棲
ん
で
お
り
ま
す
白
い
鼉だ

龍り
ゅ
う

で（
（（
（

ご
ざ
い
ま
す
」。「
お
ま
え
は
い
っ
た
い
な
に
や
つ
だ
」
と
問
う
と
、
答
え
て
言
う
に
は

「
こ
れ
は
社
の
北
の
岩
穴
の
中
に
棲
ん
で
お
り
ま
す
亀
で
ご
ざ
い
ま
す
」〔
こ
の
箇
所
は
お
か
し
い
。
社
の
中
に
い
な
い
は
ず
の
存
在
が
、

社
の
中
で
返
答
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
亀
は
二
番
目
に
や
っ
て
来
た
者
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
留
守
居
役
の
「
銅
」
の
正
体

は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
社
中
の
銅
製
の
祭
具
の
た
ぐ
い
か
も
知
れ
な
い
〕。
非
は
全
て
を
こ
っ
そ
り
覚
え
て
お
い
た
。
夜
が
明
け
る
と
、

辺
り
の
住
民
に
告
げ
て
「
こ
の
社
に
は
神
は
お
り
ま
せ
ぬ
ぞ
。
た
だ
亀
、
鼉
龍
と
い
っ
た
も
の
ど
も
が
い
る
だ
け
じ
ゃ
。
あ
い
つ
ら
を
祭

っ
た
り
し
た
の
は
酒
食
の
無
駄
遣
い
だ
っ
た
の
で
す
て
。
急
い
で
鍤す
き

を
用
意
し
て
ご
ざ
れ
。
一
緒
に
行
っ
て
あ
い
つ
ら
を
や
っ
つ
け
ま
し

ょ
う
」
と
言
っ
た
。
人
人
も
や
は
り
大
い
に
不
審
に
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
な
の
で
、
寄
り
集
ま
っ
て
探
し
出
し
、
全
て
殺
し
て
し
ま
っ
た
。

と
う
と
う
社
を
も
壊
し
祭
礼
を
止
め
た
が
、
そ
の
後
は
平
穏
無
事
だ
っ
た
。

　

亀
や
鼉
龍
は
社
に
供
え
ら
れ
た
酒
、
食
べ
物
、
あ
る
い
は
犠
牲
の
動
物
な
ど
を
飲
み
か
つ
喰
ら
っ
て
、
の
ん
び
り
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
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で
あ
り
、
夜
中
に
来
た
の
は
、
お
供
え
の
お
下
が
り
を
忝
く
頂
戴
す
る
た
め
に
他
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
そ
こ
に
「
天
帝
の
使
者
」
が
い

る
、
と
聴
い
て
、
が
っ
か
り
し
て
引
き
上
げ
た
の
で
あ
る
。
人
間
を
喰
う
習
慣
は
も
と
も
と
無
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。「
天
帝
の
使

者
」
を
畏
れ
憚
っ
た
こ
と
だ
け
が
、
道
士
を
喰
お
う
と
し
な
か
っ
た
理
由
で
は
あ
る
ま
い
。
人
喰
い
を
常
習
に
し
て
い
た
な
ら
、
近
在
の

衆
と
し
て
は
道
士
に
対
し
、
よ
く
生
き
て
い
た
、
と
か
な
ん
と
か
、
物
語
を
飾
る
驚
嘆
の
言
葉
を
掛
け
て
い
て
し
か
る
べ
し
な
の
で
。
も

っ
と
も
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
右
の
物
語
に
は
訳
文
で
指
摘
し
た
よ
う
に
大
き
な
欠
落
が
あ
る
。
鼉
龍
や
亀
の
精
が
ど
う
い
う
容
姿
、
装
束

の
人
間
に
化
け
て
社
に
や
っ
て
来
た
か
の
描
写
も
無
い
。

　

以
上
『
捜
神
記
』
の
三
話
は
、
こ
れ
ら
精
怪
に
仮
託
し
て
何
か
を
あ
げ
つ
ら
っ
た
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
虚
妄
を
確
信
し
な
が
ら
お
も

し
ろ
い
物
語
に
仕
立
て
た
の
で
も
な
い
。
干
宝
は
超
自
然
的
な
事
象
と
て
必
ず
あ
り
得
る
こ
と
と
し
て
『
捜
神
記
』
を
編
ん
だ
、
と
言
わ

れ
る
の
で
。

　
　
　
　
　
〔
二
〕

　

宋
の
李り

ぼ
う

撰
『
太
平
広
記
』（

（（
（

で
「
精
怪
類
」
の
項
を
調
べ
る
と
、
三
百
六
十
八
巻
～
三
百
七
十
一
巻
（
こ
れ
は
半
ば
ま
で
）
は
「
雑
器

用
」
と
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
器
物
や
土
偶
の
怪
の
話
三
十
八
編（

（（
（

を
収
録
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
詩
を
詠
む
精
怪
た
ち
の
話
に
限
れ
ば
左
記

の
ご
と
く
で
あ
る
。
も
っ
と
も
右
の
『
捜
神
記
』
の
類
話
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
全
て
古
び
た
器
物
の
精
怪
で
あ
り
、
彼
ら
が
出
没
す
る
家

に
泊
ま
っ
た
人
間
に
は
別
段
手
は
出
さ
ず
、
多
く
は
自
ら
の
正
体
を
仄
め
か
す
詩
を
詠
ん
で
、
夜
明
け
と
と
も
に
姿
を
消
し
、
詩
か
ら
い

か
な
る
器
物
か
を
推
察
し
た
人
間
が
彼
ら
を
見
届
け
る
〔
別
に
燃
や
し
た
り
、
土
中
に
埋
め
た
り
、
と
い
っ
た
処
置
は
し
な
い
〕、
と
い

う
型
で
あ
る
。
こ
の
型
も
中
国
後
代
、
お
よ
び
日
本
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
是
非
解
説
し
て
お
き
た
い
。
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巻
三
百
六
十
九

　
「
元
無
有
」（『
玄
怪
録
』（
（（
（

）。
故こ

杵し
ょ

（
古
い
砧
杵
＝
砧
に
用
い
る
杵（
（（
（

）、
灯
台
（
燭
台
）、
水す
い

桶と
う

、
破は

鐺と
う

（
壊
れ
た
鍋
）。

巻
三
百
七
十

　
「
崔
か
く

」（『
宣
室
志
』）。
文
筆
（
文
字
を
書
く
筆
）。

巻
三
百
七
十
一

　
「
独
孤
彦
」（『
宣
室
志
』）。
鉄
杵
（
鉄
の
杵
）、
甑そ
う

（
こ
し
き
。
瓦
製
の
蒸
し
器
）。

　
「
姚
康
成
」（『
霊
怪
集
』）。
鉄
銚
子
（
鉄
の
徳
利
）、
破
笛
（
壊
れ
た
笛
）、
禿と
く

黍し
ょ

穣じ
ょ
う

箒そ
う

（
黍き
び

殻が
ら

製
の
ち
び
た
箒
）。

　

こ
の
う
ち
「
元
無
有
」
は
こ
ん
な
物
語
。

　

ま
ず
原
文（
（（
（

を
挙
げ
る
。〔
旧
字
は
新
字
に
改
め
た
。
句
点
は
原
文
通
り
〕。

　

宝
応
中
。
有
元
無
有
。
常
以
仲
春
末
。
独
行
維
揚
郊
野
。
値
日
晩
。
風
雨
大
至
。
時
兵
荒
後
。
人
戸
多
逃
。
遂
入
路
旁
空
荘
。
須
臾
霽

止
。
斜
月
方
出
。
無
有
坐
北
窗
。
忽
聞
西
廊
有
行
人
声
。
未
幾
。
見
月
中
有
四
人
。
衣
冠
皆
異
。
相
与
談
諧
。
吟
詠
甚
暢
。
乃
云
。
今
夕

如
秋
。
風
月
若
此
。
吾
輩
豈
不
為
一
言
。
以
展
平
生
之
事
也
。
其
一
人
即
曰
云
云
。
吟
詠
既
朗
。
無
有
聴
之
具
悉
。
其
一
衣
冠
長
人
即
先

吟
曰
。
斉
紈
魯
縞
如
霜
雪
。
寥
亮
高
声
予
所
発
。
其
二
黒
衣
冠
短
陋
人
詩
曰
。
嘉
賓
良
会
清
夜
時
。
煌
煌
灯
燭
我
能
持
。
其
三
故
弊
黄
衣

冠
亦
短
陋
。
詩
曰
。
清
冷
之
泉
候
朝
汲
。
桑
綆
相
索
常
出
入
。
其
四
故
黒
衣
冠
人
詩
曰
。
爨
薪
貯
泉
相
煎
熬
。
充
他
口
腹
我
為
労
。
無
有

亦
不
以
四
人
為
異
。
四
人
亦
不
虞
無
有
之
在
堂
隍
也
。
遞
相
褒
賞
。
羨
其
自
負
。
則
雖
阮
嗣
宗
詠
懐
。
亦
若
不
能
加
矣
。
四
人
遅
明
方
帰
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旧
所
。
無
有
就
尋
之
。
堂
中
惟
有
故
杵
灯
台
水
桶
破
鐺
。
乃
知
四
人
。
即
此
物
所
為
也
。

　

次
に
読
み
下
し
文
に
し
て
み
る
〔
句
点
を
読
点
に
改
め
た
箇
所
が
あ
る
〕。

　　

宝
応
中
、
元げ
ん

無む

有ゆ
う

な
る
有
り
。
常か
つ

て
仲
春
の
末
を
以
て
、
独
り
維い

揚よ
う

の
郊
野
に
行
く
。
日
の
晩く

る
る
に
値あ
た

り
、
風
雨
大
い
に
至
る
。
時

に
兵へ
い
こ
う荒
の
後
な
り
。
人じ
ん

戸こ

多
く
逃
れ
り
。
遂
に
路ろ

旁ぼ
う

の
空
荘
に
入
る
。
須し
ゅ

臾ゆ

に
し
て
霽せ
い

止し

す
。
斜
月
方ま
さ

に
出
で
ん
と
す
。
無
有
北ほ
く
そ
う窗
に
坐

す
。
忽
ち
西
廊
に
行
人
の
声
有
る
を
聞
く
。
未
だ
幾い
く

ば
く
も
あ
ら
ず
し
て
、
月
中
に
四
人
の
有
る
を
見
る
。
衣
冠
皆
異
な
れ
り
。
相あ

い
与と
も

に
談
諧
し
、
吟
詠
甚
だ
暢の
び
や

や
か
な
り
。
乃
ち
云い
わ

く
。
今
夕
秋
の
如
し
。
風
月
此か

く
の
若
し
。
吾
輩
豈あ
に

一
言
を
為
し
て
、
以
て
平
生
の
事

を
展の

べ
ざ
る
べ
け
ん
や
、
と
。
其
の
一
人
即
ち
曰
く
、
云し
か
じ
か云
と
。
吟
詠
既
に
朗
か
な
り
。
無
有
之
を
具つ
ぶ
さ悉
に
聴
く
。
其
の
一
な
る
衣
冠
せ

る
長
た
け
た
か

き
人
即
ち
先
ず
吟
じ
て
曰
く
。
斉せ
い

紈が
ん

魯ろ

縞こ
う

霜
雪
の
如
し
。
寥り
ょ
う

亮り
ょ
う

た
る
高
声
予
の
発
す
る
所
、
と
。
其
の
二
な
る
黒
き
衣
冠
に
し

て
短た
ん

陋ろ
う

の
人
詩う
た

い
て
曰
く
。
嘉か

賓ひ
ん

の
良
会
清せ
い

夜や

の
時
、
煌こ
う
こ
う煌
た
る
灯
燭
我
能
く
持
せ
り
、
と
。
其
の
三
な
る
故ふ
る

く
弊や
ぶ

れ
た
る
黄
の
衣
冠
に

し
て
亦
短
陋
な
る
が
、
詩
い
て
曰
く
。
清
冷
な
る
泉
を
候
朝
に
汲
み
、
桑そ
う

綆こ
う

相
い
索ひ

き
て
常
に
出
入
す
、
と
。
其
の
四
な
る
故
き
黒
き
衣

冠
の
人
詩
い
て
曰
く
。
薪
を
爨た

き
泉
を
貯
え
相
い
煎せ
ん

熬ご
う

す
。
他
の
口
腹
を
充
た
す
を
我
が
労
と
為
す
、
と
。
無
有
亦
四
人
を
以
て
異
と
為

さ
ず
。
四
人
亦
無
有
の
堂
隍
に
在
る
を
虞お
そ

れ
ず
。
遞あ

い
相
い
て
褒
賞
し
、
其
の
自
負
す
る
を
羨
む
。
則
ち
阮げ
ん

嗣し

宗そ
う

の
詠
懐
と
雖い
え
ど

も
、
亦

能
く
加
え
ざ
る
が
若
し
。
四
人
遅ち

明め
い

に
し
て
方
に
旧
所
に
帰
る
。
無
有
就
き
て
之
を
尋
ぬ
る
に
、
堂
中
惟た
だ

故こ

杵し
ょ

灯
台
水す
い
と
う桶
破は

鐺と
う

の
有
る
の

み
。
乃
ち
四
人
の
即
ち
此
の
物
の
所し
ょ

為い

な
る
を
知
れ
り
。

　

最
後
に
現
代
語
訳（

（（
（

を
試
み
る
。
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唐
の
宝
応
元
年（
（（
（

元
無
有
と
い
う
者
が
あ
っ
た
。
嘗か
つ

て
春
の
半
ば
〔
陰
暦
二
月
〕
の
末
つ
方
、
独
り
で
維
揚（
（（
（

の
郊
外
に
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
暮
れ
方
に
な
っ
て
、
ひ
ど
い
吹
き
降
り
。
折
し
も
戦
乱（
（（
（

が
あ
っ
た
後
の
こ
と
と
て
、
多
く
の
住
民
が
難
を
避
け
逃
亡
し
て
い
る
。
そ

こ
で
と
う
と
う
道
か
ら
脇
に
入
っ
た
空
き
屋
敷
で
雨
宿
り
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
雨
が
上
が
っ
て
晴
れ
渡
り
、
夕
月（
（（
（

が
昇
っ
て
来
る
。
無

有
が
〔
表
座
敷
の
〕
北
に
面
し
た
窓
際
に
座
っ
て
い
る
と
、〔
中
庭
を
隔
て
て
〕
西
の
回
廊
を
通
る
人
の
声
が
す
る
の
が
聞
こ
え
た
。
や

が
て
月
明
に
四
人
の
姿
が
見
え
た
。
衣
装
と
い
い
、
冠
か
ぶ
り
も
の

と
い
い
、
皆
一
風
変
わ
っ
た
身
な
り
。
お
互
い
に
打
ち
解
け
た
話
し
ぶ
り
で
、

の
ん
び
り
と
詩
を
吟
じ
た
り
す
る
の
だ
っ
た
。
そ
の
う
ち
だ
れ
か
が
言
う
に
は
、「
今
宵
は
ま
る
で
秋
の
よ
う
。
景
色
が
こ
ん
な
趣
き
だ
。

ど
う
だ
、
わ
た
し
ら
、
日ひ
ご
ろ常
の
こ
と
を
是
非
と
も
詩う
た

に
詠よ

も
う
じ
ゃ
な
い
か
」。
す
る
と
ま
た
だ
れ
か
が
な
ん
と
か
言
っ
た
。
や
が
て
吟

詠
が
始
ま
り
、
無
有
は
こ
れ
ら
を
具つ
ぶ
さ

に
全
て
聴
き
取
っ
た
の
で
あ
る
。

　

先
ず
最
初
は
衣
冠
を
着
け
た
丈
の
高
い
男
。

　
　
　
　

斉せ
い

魯ろ

の（
（（
（

白
き
練
り
絹
は
、
あ
た
か
も
霜
か
雪
か
の
よ
う
、

　
　
　
　

朗ほ
が

ら
で
高
き
か
の
音
は
こ
の
そ
れ
が
し
が
出い
だ

せ
し
ぞ
。

　

次
は
黒
い
衣
冠
で
、
背
の
低
い
者
。

　
　
　
　

佳よ

き
客ま
ろ
う
ど人
の
楽
し
き
宴う
た
げ

、
清す
が

し
き
夜
さ
り
に

　
　
　
　

明
る
き
灯
明
、
し
か
と
捧
げ
つ
、
こ
の
我
は
。
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三
番
目
は
古
く
破
れ
た
衣
冠
で
、
や
は
り
背
の
低
い
の
が
、

　
　
　
　

清
く
冷
た
き
井せ
い

水す
い

を
、
朝
な
朝
な
に
汲
み
て
し
か
、

　
　
　
　

桑
〔
の
繊
維
〕
を
編
み
た
る
釣つ
る
べ瓶
の
縄
で
井
戸
に
出
入
り
を
い
た
せ
し
か
。

　

四
番
目
の
黒
い
衣
冠
の
者
は
、

　
　
　
　

薪た
き
ぎ

を
燃
や
し
、
井
水
満
た
し
、
ゆ
る
り
と
ろ
り
と
炊た

き
上
げ
つ
。

　
　
　
　

他
の
衆
を
ば
満
腹
に
し
て
進
ぜ
る
が
職
分
よ
。

　

無
有
は
こ
の
四
人
が
妙
ち
き
り
ん
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
し
、
四
人
の
方
も
無
有
が
表
座
敷（

（（
（

に
い
る
の
を
気
に
し
な
か
っ
た
。
お
互
い

同
士
褒
め
合
っ
て
、
相
手
の
自
負
す
る
さ
ま
を
羨
む
の
だ
。
阮げ
ん

籍せ
き

の（
（（
（

詩
『
詠
懐
八
十
二
首
』
だ
っ
て
、
こ
れ
に
は
及
ぶ
ま
い
、
と
い
っ
た

あ
ん
ば
い
。

　

四
人
は
夜
明
け
が
た
に
な
っ
て
や
っ
と
出
て
来
た
所
へ
戻
っ
て
行
っ
た
。
無
有
が
探
し
て
み
る
と
、
屋
敷
内
に
は
砧
に
用
い
る
古
い
杵
、

燭
台
、
水
桶
、
壊
れ
た
鍋
が
あ
る
だ
け
だ
っ
た
。
そ
こ
で
四
人
が
実
は
こ
れ
ら
の
変
化
だ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
到
底
民
話
で
は
な
い
。『
玄
怪
録
』
の
著
者
、
つ
ま
り
牛ぎ
ゅ
う

僧そ
う

孺じ
ゅ

の
戯
文
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
。
怪
事
を
見
聞
し
た
「
元
無

有
」〔「
も
と
も
と
い
や
あ
し
な
い
」
の
意
〕
な
る
人
物
の
姓
名
そ
の
も
の
が
こ
れ
を
裏
書
し
て
い
る
。
た
だ
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
戯
文
を
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記
し
た
の
か
。
廟
堂
の
顕
官
と
し
て
権
勢
を
恣
ほ
し
い
ま
ま

に
し
、
あ
る
い
は
、
誠
心
誠
意
天
子
に
忠
義
を
尽
く
し
た
面
面
も
、
一
朝
用
い
ら
れ

な
く
な
れ
ば
、
ど
こ
ぞ
の
配
所
に
流る

謫た
く

さ
れ
て
た
だ
老
残
の
身
を
託か
こ

つ
の
み
、
と
で
も
い
う
諷
刺
な
の
か
な
、
と
思
う
。
彼
が
そ
の
代
表

格
だ
っ
た
科
挙
の
進
士
を
振
り
出
し
の
高
級
官
僚
と
、
李り

徳と
く

祐ゆ
う

を
旗
頭
と
す
る
門
閥
貴
族
の
抗
争
角
逐
は
な
ん
と
も
有
名
な
話
だ
か
ら
。

　　

な
お
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
一
堂
に
会
し
、
行
き
暮
れ
て
た
ま
た
ま
そ
こ
に
宿
っ
た
文
人
に
詩
を
詠
ん
で
聞
か
せ
る
、
と
い
う
こ
の
主

題
を
大
い
に
発
展
さ
せ
た
話
と
し
て
は
や
は
り
唐
の
『
東
陽
夜
怪
録
』（
作
者
不
詳
）
が
あ
る
。
登
場
形
態
は
全
部
動
物
で
、
病
気
の
駱

駝
、
瀕
死
の
驢
馬
、
老
い
さ
ら
ば
え
た
鶏
、
三
毛
猫
、
兄
弟
の
蝟
は
り
ね
ず
み

、
毛
の
抜
け
た
犬
と
い
っ
た
具
合
。
文
人
の
名
は
成
自
虚
〔「
お
の

ず
と
無
く
な
る
」
の
意
か
〕、
字あ
ざ
な

は
到
本
〔「
源
に
帰
る
」
と
で
も
い
う
意
か
〕
で
あ
る
。

　

明
初
の
瞿く

佑ゆ
う

作（
（（
（

『
剪せ
ん

刀と
う

新し
ん

話わ

』
を
模
し
た
李り

禎て
い

作（
（（
（

『
剪
刀
余
話
』
の
「
武
平
霊
怪
録
」
で
は
土
偶
・
器
物
の
精
怪
が
廃
寺
で
詩
を
詠
じ

る
。
塑
像
の
仏
像
、
欠
け
硯
、
禿ち

び
た
筆
、
銚
子
、
土
釜
、
破
れ
蒲
団
、
木
魚
、
棺
に
掛
け
る
蔽
い
、
古
い
扇
の
面
面
。

　

こ
れ
ら
の
話
の
精
怪
は
、『
捜
神
記
』
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
作
者
が
信
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
全
て
世
は
虚
し
い
。
器
物
、
動

物
は
も
と
よ
り
、
人
間
も
老ろ
う
し
ょ
う少
不ふ
じ
ょ
う定
が
世
の
習
い
で
は
あ
る
。
さ
は
さ
り
な
が
ら
や
は
り
齢
を
重
ね
れ
ば
そ
れ
だ
け
惨
め
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ

に
な
っ
て
棄
て
ら
れ
る
の
だ
、
と
の
自
嘲
と
諦
念
を
語
っ
た
も
の
。

　

な
お
、「
武
平
霊
怪
録
」
は
『
剪
刀
余
話
』
の
翻
案
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
浅あ
さ
い井
了り
ょ
う

意い

の（
（（
（

『
狗い
ぬ

張は
り

子こ

』（
（（
（

巻
之
六
に
「
塩
田
平
九
郎
怪
異

を
見
る
」（
（（
（

と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
、
と
こ
じ
つ
け
ら
れ
よ
う
か
。
と
は
申
せ
、
辛
う
じ
て
そ
の
全
体
の
構
成
と
末
尾
の
部
分
が
前
者
に

着
想
を
得
た
、
と
言
え
る
程
度
で
あ
る
。
翻
案
と
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も
遠
い
。
精
怪
の
数
は
三
、
破
れ
団
扇
、
割
れ
笛
、
古
箒
。
そ
れ

ぞ
れ
吟
じ
た
七
言
絶
句
を
読
み
下
し
に
す
れ
ば
、
か
く
の
ご
と
し
。
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団
扇

　

高
低
竪
起
孤
輪
月　
　
　
　
　
　
　
　

高
低
竪し
ゅ

起き

す
れ
ば
孤
輪
の
月

　

扇
動
縦
横
興
涼
風　
　
　
　
　
　
　
　

扇
動
縦
横
す
れ
ば
涼
風
を
興お
こ

す

　

弄
罷
委
棄
埋
湿
土　
　
　
　
　
　
　
　

弄ろ
う

罷や

み
委い

き棄
せ
ら
れ
湿
土
に
埋
も
る

　

爛
皮
腐
骨
故
情
窮　
　
　
　
　
　
　
　

爛
皮
腐
骨
故こ

情じ
ょ
う

窮
す

　

笛

　

当
時
得
意
龍
吟
調　
　
　
　
　
　
　
　

時
に
当
た
り
意
を
得
た
り
龍
吟
の
調
べ

　

一
曲
飛
声
渉
碧
霄　
　
　
　
　
　
　
　

一
曲
の
飛
声
碧へ
き

霄し
ょ
う

に
渉わ
た

る

　

今
日
庭
中
破
砕
竹　
　
　
　
　
　
　
　

今こ
ん
に
ち日
庭
中
破
砕
の
竹

　

方
慕
穿
林
舞
謡
媚　
　
　
　
　
　
　
　

方ま
さ

に
慕
う
林
を
穿う
が

つ
舞ぶ

謡よ
う

の
媚こ
び

を

　

箒

　

荐
掃
埃
塵
更
靡
遑　
　
　
　
　
　
　
　

荐し
き
り

に
埃あ
い

塵じ
ん

を
掃
き
て
更
に
遑い
と
ま

靡な

し

　

愁
懐
疲
羸
鬚
髯
喪　
　
　
　
　
　
　
　

愁
懐
疲ひ

羸る
い

し
て
鬚し
ゅ

髯ぜ
ん

喪う
し
な

う

　

如
今
憔
悴
荒
村
客　
　
　
　
　
　
　
　

如じ
ょ

今こ
ん

憔し
ょ
う

悴す
い

し
て
荒
村
の
客

　

衰
朽
竛

倚
短
牆　
　
　
　
　
　
　
　

衰
朽
竛れ
い
へ
い

短た
ん
し
ょ
う牆
に
倚よ

る
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「
竛

」（
孤
独
な
様
）
は
原
典
『
怪
談
名
作
集
』
で
は
「
冷

」
と
あ
る
が
、
誤
植
で
あ
ろ
う
。
今
改
め
て
お
く
。

　

先
に
挙
げ
た
『
霊
怪
集
』
の
「
姚
康
成
」
に
登
場
す
る
の
は
、
鉄
銚
子
（
鉄
の
徳
利
）、
破
笛
（
壊
れ
た
笛
）、
禿
黍
穣
箒
（
黍
殻
製
の

ち
び
た
箒
）
な
の
で
、
あ
る
い
は
こ
ち
ら
の
翻
案
か
も
知
れ
な
い
。
彼
ら
の
詠
ん
だ
詩
も
七
言
絶
句
で
あ
る
。
た
だ
し
「
塩
田
平
九
郎
怪

異
を
見
る
」
の
詩
は
そ
れ
と
は
全
く
異
な
る
。
浅
井
了
意
の
創
作
か
。

　
　
　
　
　
〔
三
〕

　

関
敬
吾
編
著
『
日
本
昔
話
大
成
』（
（（
（

七
に
は
「
宝
の
化
け
物
」、「
化
け
物
寺
」、「
化
け
物
問
答
」
の
三
種
の
代
表
話
が
そ
の
類
話
と
と
も

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
話
は
「
宝
の
化
け
物
」
型
と
「
化
け
物
寺
」
型
の
二
種
に
整
理
し
直
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

関
の
挙
げ
る
「
宝
の
化
け
物
」
の
宝
は
必
ず
し
も
金
銀
銅
と
そ
ろ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
屋
敷
に
留
守
居
役
が
控
え
て
い
る
の

も
少
な
い
よ
う
だ
が
、
大
体
に
お
い
て
宝
自
身
が
世
に
出
た
が
っ
て
怪
異
を
示
し
、
そ
れ
を
恐
れ
な
か
っ
た
勇
者
が
そ
れ
を
自
分
の
所
有

と
す
る
、
と
い
う
型
。
む
し
ろ
「
化
け
物
寺
」
の
項
目
に
入
っ
て
い
る
話
に
こ
の
型
の
代
表
例
と
す
べ
き
も
の
が
見
え
る
。

　
「
化
け
物
寺
」
の
項
目
に
は
大
別
す
る
と
三
つ
の
話
型
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
。

①
「
宝
の
化
け
物
」
型　

こ
れ
は
お
お
む
ね
『
捜
神
記
』
の
「
細
腰
」
に
似
て
い
る
。

　

類
話
の
一
つ
（
大
分
県
臼う
す

杵き

市
）
の
粗
筋
。

　

武
者
修
行
の
侍
が
化
け
物
が
出
る
と
い
う
家
に
泊
ま
る
。
夜
中
に
床
下
か
ら
黄
色
の
裃
か
み
し
も

を
着
た
者
が
現
れ
、「
さ
い
わ
い
」
と
呼
ぶ
。

「
へ
ー
い
」
と
返
事
が
あ
っ
て
、
何
者
か
が
応
対
、
訪
問
者
は
去
る
。
次
い
で
赤
い
〔
位
の
順
、
つ
ま
り
価
値
の
高
い
順
に
出
る
な
ら
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「
白
い
」
で
な
い
と
お
か
し
い
〕
裃
を
着
た
者
が
出
現
、
同
様
の
こ
と
が
あ
る
。
次
い
で
白
い
〔
位
の
順
に
出
る
な
ら
「
赤
い
」
で
な
い

と
お
か
し
い
〕
裃
を
着
た
者
が
同
じ
こ
と
を
す
る
。
こ
れ
が
済
ん
だ
あ
と
、
侍
は
真
似
を
し
て
「
さ
い
わ
い
」
と
呼
ぶ
。
応
対
に
出
た
者

を
捕
ら
え
て
訊
問
す
る
と
、
相
手
は
訳
を
打
ち
明
け
る
。
そ
の
こ
と
ば
に
よ
れ
ば
、
元
来
こ
の
家
は
金
持
ち
の
所
有
だ
っ
た
の
で
あ
り
、

床
下
に
金
貨
、
銀
貨
、
銅
貨
が
埋
め
て
あ
る
。
黄
色
の
裃
は
黄
金
の
精
、
白
い
裃
は
白
銀
の
精
、
赤
い
裃
は
赤
銅
の
精
、
自
分
は
そ
れ
ら

を
入
れ
た
壺
の
精
〔
な
ぜ
壺
が
「
さ
い
わ
い
」
な
の
か
分
か
ら
な
い
。「
幸
い
」、
つ
ま
り
「
宝
」
を
管
理
し
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
か
〕
だ
、

と
。
侍
は
翌
朝
村
人
た
ち
と
と
も
に
床
下
を
掘
る
と
、
大
き
な
壺
に
入
っ
た
金
・
銀
・
銅
貨
が
出
て
来
る
。

②�

「
漢
字
の
化
け
物
」
型　

い
わ
く
あ
る
建
物
に
出
没
す
る
化
け
物
が
、
そ
こ
へ
泊
ま
っ
た
人
間
に
自
ら
の
正
体
を
漢
字
の
音お
ん

で
告
げ
る
。

文
盲
の
有
象
無
象
に
は
ど
う
せ
分
か
る
ま
い
、
と
思
っ
て
の
こ
と
だ
が
、
教
養
の
あ
る
僧
侶
あ
る
い
は
武
士
が
こ
れ
を
類
推
、
棲
息
す

る
場
所
・
素
性
を
突
き
止
め
、
処
分
し
て
怪
異
を
祓
う
。
こ
れ
は
「
化
け
物
問
答
」
の
モ
テ
ィ
ー
フ
で
も
あ
る
の
で
、「
化
け
物
問

答
」
に
つ
い
て
は
改
め
て
解
説
は
し
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
物
語
の
語
り
手
が
聴
き
手
よ
り
多
少
文
字
を
心
得
て
い
た
か

ら
こ
そ
成
立
し
た
型
で
あ
る
。

　

代
表
話
（
岡
山
県
岡
山
市
）
の
粗
筋
。

　

侍
が
化
け
物
寺
に
泊
ま
る
。
夜
更
け
に
戸
を
叩
く
者
が
あ
っ
て
、「
木
へ
ん
に
春
の
て
い
て
い
こ
ぼ
し
は
内
か
」
と
訊
ね
る
。
中
か
ら

は
「
今
日
は
好
い
肴さ
か
な

が
あ
る
か
ら
入
れ
」
と
の
返
事
。
こ
れ
が
三
回
繰
り
返
さ
れ
る
。〔
四
回
で
な
け
れ
ば
纏
ら
な
い（

（（
（

。
東
西
南
北
の
北

が
欠
け
て
い
る
ば
か
り
か
、「
最
初
か
ら
こ
の
寺
に
棲
む
」
と
称
す
る
余
計
な
存
在
が
代
わ
り
に
登
場
す
る
始
末
。
語
り
手
の
記
憶
不
足

で
あ
ろ
う
〕。
そ
れ
か
ら
、
以
下
の
連
中
が
次
次
に
、
唄
を
歌
い
、
踊
り
な
が
ら
、
侍
を
喰
お
う
と
そ
の
部
屋
を
覗
く
が
、
睨
み
返
さ
れ
、
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こ
い
つ
は
手
強
い
、
と
察
知
し
て
引
き
下
が
る
。

　
「
と
う
や
の
ば
ず
」
→
「
東
野
の
馬
頭
」〔
東
の
野
原
に
棄
て
ら
れ
た
馬
の
頭
〕

　

そ
の
唄
。

　
　
　
　

と
う
や
の
ば
ず
は
愛い
と

し
い
こ
と
よ
、

�　
　
　

�

い
つ
を
楽
と
も
思
い
も
せ
い
で
、

　
　
　
　

腰
は
砕
け
て
、
足
打
ち
折
ら
れ
、

　
　
　
　

後
は
野
山
の
土
と
な
る
、
土
と
な
る
。

　
「
さ
い
ち
く
り
ん
の
い
ち
が
ん
け
い
」
→
「
西
竹
林
の
一
眼
鶏
」〔
西
の
竹
藪
に
い
る
一
つ
目
の
鶏
〕

　

そ
の
唄
。

　
　
　
　

さ
い
ち
く
り
ん
の
い
ち
が
ん
け
い
は
、

　
　
　
　

世
に
も
稀
な
る
片
輪
と
生
ま
れ
、

　
　
　
　

人
の
情
け
は
よ
う
蒙こ
う
む

ら
で
、

　
　
　
　

西
の
林
に
独
り
寝ぬ

る
、�〔
独
り
〕
寝
る
。

　
「
な
ん
ち
の
ぎ
ょ
じ
ょ
」
→
「
南
池
の
魚
女
」〔
南
の
池
に
棲
む
人
魚
〕
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そ
の
唄
。

　
　
　

な
ん
ち
の
ぎ
ょ
じ
ょ
は
、

　
　
　

冷
た
い
身
や
な
、

　
　
　

水
を
家
と
も
床と
こ

と
も
な
し
て
、
う
ん
ぬ
ん
〔
語
り
手
は
次
の
文
句
を
忘
却
〕

　
「
ち
ゃ
か
す
」
→
（
茶
滓
）。
こ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
に
余
計
な
因
子
の
混
入
。
か
つ
ま
た
芸
無
し
で
あ
っ
て
、
唄
と
も
言
え
な
い
そ
の

科せ
り
ふ白
は
、

　
　
　
　

わ
し
は
こ
の
家
に
千
年
棲
ん
だ

　
　
　
　

ち
ゃ
か
す
で
ご
ざ
る
。

　

な
お
、「
木
へ
ん
に
春
の
て
い
て
い
こ
ぼ
し
」
→
（
椿
で
拵
え
た
木
槌
）
な
る
留
守
居
役
が
怪
を
示
す
の
は
、「
椿
を
信
仰
上
の
特
別
な

木
と
み
な
す
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
道
具
を
作
る
こ
と
を
忌
む
地
方
も
多
い
」（

（（
（

と
の
記
述
が
参
考
に
な
ろ
う
。

　

結
局
こ
の
話
型
は
中
国
の
詩
を
嗜た
し
な

む
古
い
器
物
た
ち
が
か
よ
う
に
訛
伝
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
な
。
も
と
よ
り
漢
詩
は
日
本
の
民

話
に
全
く
そ
ぐ
わ
な
い
。
そ
こ
で
、
前
掲
の
よ
う
な
唄
に
変
わ
る
。

　

な
お
江
戸
期
の
怪
談
集
の
一
つ
『
宿と
の
い直
草ぐ
さ

』（
（（
（

冒
頭
（
巻
一
の
一
）
の
「
廃
れ
し
寺
を
と
り
た
て
し
僧
の
こ
と
」
が
恐
ら
く
こ
の
種
の
民

話
の
源
泉
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
書
承
の
物
語
が
口
承
と
な
っ
た
好
例
と
思
わ
れ
る
。
粗
筋
は
以
下
の
通
り
。
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諸
国
行
脚
の
僧
が
あ
る
所
で
立
派
な
寺
を
見
る
。
住
職
は
い
な
い
。
近
く
の
住
民
に
訊
ね
る
と
、
こ
れ
ま
で
何
人
も
僧
が
来
た
が
、
翌

朝
に
は
行
方
不
明
、
と
の
こ
と
。
こ
の
僧
は
檀
家
一
同
の
止
め
る
の
も
構
わ
ず
、
寺
に
留
ま
る
。
丑
三
つ
刻ど
き

に
庫
裏
に
一
丈
余
の
光
り
物

が
出
る
。
や
が
て
外
か
ら
「
椿ち
ん
ぼ
く木
候
か
」
と
訪
う
声
。
光
り
物
が
「
誰た

ぞ
」
と
言
え
ば
「
東と
う

野や

の
野や

干か
ん

」
と
応
え
る
。
入
っ
て
来
た
姿
を

見
れ
ば
、
身
の
丈
五
尺
ば
か
り
、
両
眼
は
日
月
の
よ
う
。
次
に
は
「
南な
ん

池ち

の
鯉り

魚ぎ
ょ

」
と
名
乗
る
者
。
身
の
丈
七
、八
尺
、
目
は
黄
金
、
身

に
は
白
銀
の
鎧
。
次
の
者
は
「
西さ
い

竹ち
く

林り
ん

の
一い
っ
そ
く足
の
鶏け
い

」。
朱
の
兜か
ぶ
と

、
紫
の
鎧
、
左
右
に
翼
が
生
え
、
身
の
丈
六
尺
ば
か
り
。
最
後
の
は

「
北ほ
く
ざ
ん山
の
古こ

り狸
」
と
称
し
、
色
は
見
分
け
難
く
、
身
の
丈
四
尺
ほ
ど
。
こ
れ
ら
全
部
で
五
つ
の
化
け
物
は
僧
を
取
り
囲
み
、
い
が
み
鳴
き

し
て
脅
し
に
掛
か
っ
た
が
、
僧
は
般は
ん

若に
ゃ

心し
ん

経ぎ
ょ
う

を
唱
え
て
一
向
動
じ
な
い
の
で
、
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
う
。
朝
の
勤ご
ん
ぎ
ょ
う行
を
し
て
い
る
と
、

壇
徒
が
五
、六
人
や
っ
て
来
る
。
彼
ら
に
僧
は
化
け
物
の
正
体
を
指
摘
す
る
。
い
わ
く
「
お
よ
そ
化
け
物
四
つ
は
外
、
ひ
と
つ
は
内
に
候
。

五
つ
な
が
ら
所
を
覚
え
候
。
先
づ
東
の
野
に
狐
有
る
べ
し
。
南
の
池
に
鯉
、
西
の
藪
に
足
ひ
と
つ
あ
る
庭に
わ

鳥と
り

、
北
の
山
に
た
ぬ
き
、
是
外

よ
り
来
た
る
四
つ
な
り
」。
村
人
は
得
物
を
携
え
て
こ
れ
ら
を
狩
り
出
し
、
殺
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
終
わ
っ
て
か
ら
僧
は
、
こ
の
庫
裏

の
材
木
に
椿
が
使
わ
れ
て
い
な
い
か
、
と
訊
ね
る
。
乾い
ぬ
い

の
隅
の
柱
が
そ
れ
、
と
分
り
、
こ
れ
を
取
り
替
え
る
。
寺
は
そ
れ
か
ら
繁
盛
し
た
。

　

か
よ
う
に
、
か
な
り
の
数
の
漢
字
と
そ
の
音
読
み
を
鏤
め
、
な
か
な
か
に
高
い
（
？
）
教
養
が
示
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
文
字
に
暗

く
、
こ
の
物
語
を
耳
で
聴
く
だ
け
の
庶
民
は
、
化
け
物
の
名
乗
り
か
ら
そ
の
正
体
を
推
測
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
を
僧
侶
─
─
と

言
う
か
、
語
り
手
─
─
が
解
説
す
る
わ
け
で
、
こ
れ
が
中
国
で
の
精
怪
の
詩
に
相
当
す
る
。
庶
民
は
感
心
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
こ
の
文
字
と
な
っ
た
物
語
も
ま
た
民
話
を
素
材
に
し
た
よ
う
だ
。
作
者
は
結
び
に
こ
う
記
し
て
い
る
。「
外
よ
り
来
た
る
四
つ

は
、
年
経
て
化
く
る
術
を
覚
ゆ
る
事
も
あ
る
べ
し
。
内
の
椿
の
光
る
こ
そ
、
お
ぼ
つ
か
な
く
も
怪
し
け
れ
〔
＝
よ
く
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
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妙
な
こ
と
で
あ
る
〕」。
椿
の
古
木
は
奇
異
を
示
す
こ
と
が
あ
る
、
と
の
民
間
信
仰
を
知
ら
な
い
わ
け
だ
か
ら
、
骨
子
は
民
話
か
ら
得
た
の

で
あ
っ
て
、
作
者
の
創
作
で
は
な
い
、
と
類
推
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
作
者
は
次
い
で
「
か
か
ら
ば
、
な
ど
か
古
下
駄
も
師
走
を
待
ち
て
踊

ら
ざ
ら
ん（

（（
（

〔
＝
そ
れ
な
ら
、
古
下
駄
だ
っ
て
師
走
に
な
っ
て
踊
り
そ
う
だ
〕」
と
言
っ
て
い
る
か
ら
、
動
物
・
器
物
が
劫こ
う

を
経
る
と
、
怪

異
を
表
す
こ
と
が
あ
る
、
と
の
民
間
信
仰
は
共
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

③�

「
古
い
器
物
の
化
け
物
」
型　
『
百ひ
ゃ
っ

鬼き

夜や

行ぎ
ょ
う

絵
巻
』（

（（
（

な
ど
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
棄
て
ら
れ
た
傘
、
蓑
、
合
羽
、
足
駄
、
草
履
、
柄

杓
、
笊
、
杵
、
臼
な
ど
は
化
け
る
の
で
あ
っ
て
、
夜
な
夜
な
踊
っ
て
人
間
を
脅
か
す
。
た
だ
し
こ
の
連
中
、
学
の
持
ち
合
わ
せ
も
無
い

が
、
さ
し
た
る
凶
暴
性
も
無
い
。
化
け
物
の
通
有
性
は
こ
う
だ
、
と
思
い
込
ん
だ
者
に
よ
っ
て
、
類
型
的
に
「
人
喰
い
」
に
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
る
が
。

　

さ
て
、『
捜
神
記
』
の
直
輸
入
で
あ
る
に
せ
よ
、
詩
を
嗜た
し
な

む
中
国
の
古
い
器
物
た
ち
の
書
物
に
な
っ
て
い
る
物
語
（
書
き
手
も
読
者
も

当
然
教
養
人
で
あ
る
）
が
、
日
本
の
僧
侶
・
公
家
・
武
士
な
ど
ま
ず
し
か
る
べ
き
学
識
あ
る
人
人
に
よ
っ
て
移
入
・
翻
案
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
に
せ
よ
、
我
が
国
で
こ
う
し
た
民
話
が
好
ん
で
語
ら
れ
、
聴
か
れ
た
こ
と
の
背
景
に
あ
る
思
想
は
何
か
、
と
考
え
て
み
る
の
も
一
興

で
あ
ろ
う
。『
捜
神
記
』
型
か
、〔
二
〕
で
紹
介
し
た
中
国
の
知
識
階
級
の
「
世
は
無
常
」
型
か
。
そ
れ
と
も
他
に
あ
る
の
か
。
他
に
あ
る

と
す
れ
ば
、
縄
文
時
代
以
来
数
千
年
に
亘
っ
て
日
本
人
の
理
性
の
下
に
澱
ん
で
い
る
、
と
思
わ
れ
る
（
い
や
、
証
明
は
で
き
ま
せ
ん
け
ど

ね
）
精ア
ニ
ミ
ズ
ム

霊
信
仰
、
す
な
わ
ち
、
万
物
に
魂
が
あ
る
、
と
す
る
思
想
─
─
い
や
、
感
覚
と
い
う
べ
き
か
な
─
─
を
ま
ず
挙
げ
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。『
百
鬼
夜
行
絵
巻
』
の
精
怪
、
日
本
流
に
申
さ
ば
、
付つ
く

喪も

神が
み

ど
も
が
あ
れ
ほ
ど
楽
し
げ
に
跋ば
っ

扈こ

跳ち
ょ
う
り
ょ
う梁
、
な
ん
と
も
精
彩
を
発
揮
し

て
い
る
の
は
、
も
と
よ
り
絵
師
の
彩
管
の
お
蔭
で
は
あ
る
が
、
そ
う
し
た
絵
師
の
才
能
を
支
え
る
広
汎
・
強
大
な
共
通
認
識
が
あ
っ
て
の
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こ
と
と
思
え
て
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
論
者
は
浅
学
非
才
、
そ
う
し
た
仮
説
を
検
証
す
る
だ
け
の
材
料
を
皆
目
持
ち
合
わ
せ
て
い
な

い
の
で
、
気
の
利
い
た
化
け
物
の
顰ひ
そ
み

に
倣
い
、
こ
の
辺
で
早
早
に
引
っ
込
む
こ
と
に
し
て
、
こ
の
小
論
を
終
え
る
次
第
で
あ
る
。

　

注

（
（
）
干か
ん

宝ぽ
う　

生
没
年
未
詳
。
字あ
ざ
な

は
令
升
。
現
在
の
河
南
省
に
あ
っ
た
新
蔡
郡
出
身
。
幼
い
時
か
ら
学
問
に
励
み
、
群
書
を
広
く
読
ん
だ
。
生
来
陰
陽
術
数
を
好
ん
だ
。
東

晋
の
元
帝
（
司し

馬ば

睿え
い

。
在
位
三
一
七
─
二
二
）
の
時
、
佐
著
作
郎
、
著
作
郎
と
し
て
仕
え
、
そ
の
後
、
山
陰
令
、
始
安
太
守
、
司
徒
右
長
史
、
散
騎
常
侍
な
ど
の
職
を
歴

任
。

（
（
）
干
宝
編
撰
と
言
わ
れ
る　
「
晋
散
騎
常
侍
新
蔡
干
宝
令
升
選
」
と
あ
る
自
序
が
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
後
世
の
複
数
の
文
人
が
こ
れ
に
自
ら
の
筆
録
を
混
入
さ
せ

た
可
能
性
は
大
い
に
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
巻
四
「
河
伯
」
は
「
宋
時
」（
宋
の
時
代
）
で
始
ま
り
、
巻
十
一
「
相
思
樹
」
は
「
宋
康
王
」
で
始
ま
る
。
六
朝
の
宋
で
あ
ろ

う
が
、
も
と
よ
り
晋
以
降
で
あ
る
。

（
（
）
民
間
伝
承
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た　

奇
妙
な
記
述
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
口
承
文
芸
が
文
人
の
素
材
と
さ
れ
て
文
学
化
さ
れ
る
の
と
同
様
、
書
籍

と
な
っ
た
文
学
が
巷
間
に
口
承
さ
れ
て
民
話
と
な
る
現
象
も
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
前
者
の
例
と
し
て
た
と
え
ば
『
竹
取
物
語
』
が
、
後
者
の
例
と
し
て
た

と
え
ば
民
話
「
鉢
か
つ
ぎ
」（「
御
伽
草
子
」
の
「
鉢
か
づ
き
」
か
ら
）
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

（
（
）
伝
播
し
た
痕
跡
が
少
な
く
な
い　
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
だ
け
を
例
に
取
っ
て
も
、『
捜
神
記
』
に
収
録
さ
れ
た
も
の
と
同
工
異
曲
の
物
語
が
四
つ
あ
る
。
た
だ
し
、『
捜

神
記
』
が
源
か
も
知
れ
な
い
、
と
言
え
そ
う
な
の
は
⑴
の
み
に
留
ま
る
。

　

⑴
巻
第
一
・
八
「
易
ノ
占
シ
テ
金
取
出
ス
事
」
←
巻
三
「
隗
焔
」

　

⑵
巻
第
二
・
一
二
「
唐
卒
塔
婆
ニ
血
付
ル
事
」
←
巻
十
三
「
由
拳
県
」（「
述
異
記
」
巻
上
に
も
）

　

⑶
巻
第
三
・
一
六
「
雀
報
レ
恩
事
」
←
巻
二
十
「
弘
農
楊
宝
」

　

⑷
巻
第
一
〇
・
六
「
吾
嬬
人
止
二
生
贄
一
事
」
←
巻
十
九
「
丹
陽
道
士
」（
本
文
で
扱
っ
た
）

（
（
）
原
文　
（
晋
）
干
寶
撰
『
新
校
捜
神
記　

二
十
巻
』（
世
界
書
局
〈
台
北
〉、
二
〇
〇
三
第
二
版
）
に
よ
る
。

（
（
）
現
代
語
訳　

こ
れ
は
論
者
の
試
訳
だ
が
、『
捜
神
記
』
の
全
訳
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。
干
宝
著
竹
田
晃
訳
『
捜
神
記
』（
ワ
イ
ド
東
洋
文
庫
一
〇
、
平
凡
社
、

二
〇
〇
三
）。
こ
れ
は
一
九
六
四
年
初
版
の
東
洋
文
庫
三
巻
本
を
一
冊
に
纏
め
た
も
の
。

（
（
）
魏
郡��

現
代
の
山
西
省
大
名
。
邯か
ん
た
ん鄲
の
近
く
。

（
（
）
北
堂　

奥
座
敷
。
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（
（
）
三
更
が
果
て
る
頃　

午
前
二
時
頃
。

（
（0
）
一
丈　

十
尺
。
東
晋
の
一
尺
を
二
四
・
四
五
セ
ン
チ
と
す
れ
ば
、
十
尺
は
二
メ
ー
タ
ー
四
四
セ
ン
チ
五
ミ
リ
。
も
っ
と
も
そ
う
細
か
く
考
え
る
こ
と
も
あ
る
ま
い
か
ら
、

ざ
っ
と
二
・
五
メ
ー
タ
ー
。

（
（（
）
杵　

片
手
搗づ

き
の
杵
で
、
手
で
握
る
中
央
部
が
く
び
れ
て
い
る
。
杵
に
は
、
砧き
ぬ
た

の
上
に
布
を
拡
げ
、
こ
れ
を
打
ち
和
ら
げ
る
砧ち
ん

杵し
ょ

も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
竈
の
下
か

ら
発
見
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
籾
を
搗つ

い
て
精
米
し
た
り
す
る
食
品
加
工
用
の
杵
の
方
で
あ
ろ
う
。

（
（（
）
金
銀
五
百
斤　

一
斤
は
一
六
両
。
東
晋
の
一
両
を
一
三
・
九
二
グ
ラ
ム
と
す
れ
ば
、
一
斤
は
二
二
二
・
七
二
グ
ラ
ム
。
五
百
斤
は
一
一
一
・
三
六
キ
ロ
。

（
（（
）
銭
一
千
万
貫　
「
千
万
」
は
「
莫
大
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
文
字
通
り
一
千
万
だ
と
、
一
貫
は
銅
銭
千
枚
（
千
文
）
だ
か
ら
銅
銭
百
万
枚
に
も
な
っ
て
し
ま
う
。
も
っ
と

も
巻
三
「
上
党
鮑ほ
う
え
ん瑗
」
で
は
「
銭
数
十
万
、
銅
鉄
器
二
万
余
」
が
井
戸
の
中
か
ら
出
て
来
る
が
。

（
（（
）
安
陽　

現
代
も
山
西
省
に
あ
る
。
邯
鄲
南
隣
の
都
市
。

（
（（
）
駅
館　

官
営
の
旅
宿
。

（
（（
）
書
生　

読
書
人
。
古
く
は
多
く
儒
生
を
指
す
。
こ
の
話
の
場
合
、
た
だ
、
書
生
、
と
名
乗
る
だ
け
で
駅
館
で
相
当
の
待
遇
を
受
け
た
よ
う
だ
。

（
（（
）
術
数
の
道　

さ
ま
ざ
ま
な
方
術
─
─
神
仙
の
術
─
─
を
用
い
、
自
然
界
の
注
意
す
べ
き
現
象
を
観
察
す
る
こ
と
で
、
人
の
寿
命
や
運
命
を
予
知
す
る
術す
べ

。

（
（（
）
黒
い
単
衣　

皁そ
う

衣い

は
時
代
に
よ
っ
て
は
下
僕
、
お
よ
び
彼
ら
が
着
る
服
を
も
言
う
が
、
こ
こ
で
は
も
ち
ろ
ん
本
性
が
黒
い
豚
（
豕い
の
こ

・
家か

猪ち
ょ

）
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
（（
）
亭
主　

本
来
な
ら
亭
長
。
す
な
わ
ち
宿
駅
の
長お
さ

で
駅
館
を
管
理
し
て
い
る
者
。
し
か
し
こ
こ
で
は
妖
怪
ど
も
の
間
で
駅
館
の
留
守
居
役
と
さ
れ
て
い
る
物も
の

の
怪け

。

（
（0
）
赤
い
頭
巾
を
被
っ
た
者　

雄
鶏
の
鶏と
さ
か冠
を
仄
め
か
し
て
い
る
。

（
（（
）
狸　
「
貍
」
が
正
字
。「
た
ぬ
き
」
で
は
な
い
。
源
み
な
も
と
の

順
し
た
が
う

著
『
倭わ

名み
ょ
う

類る
い

聚じ
ゅ
う

抄し
ょ
う

』（『
倭
名
抄
』・『
和
名
抄
』。
承
平
元
＝
九
三
一
撰
進
）
で
は
「
貍
」
の
和
名
は

「
太た

奴ぬ

木き

」。
し
か
し
、
李
時
珍
原
著
／
鈴
木
真
海
訳
文
／
白
井
光
太
郎
監
修
・
校
注
『
頭
註
国
訳
本
草
綱
目
』（
春
陽
堂
、
昭
和
四
─
九
）
に
よ
れ
ば
「
和
名
や
ま
ね
こ
」。

頭
注
に
「
別
ニ
野
生
ね
こ
又
お
ほ
や
ま
ね
こ
ア
リ
」
と
あ
る
。
李
時
珍
（
一
五
一
八
頃
─
九
三
）
は
「
貍
に
数
種
あ
り
。
大
小
狐
の
ご
と
し
。（
中
略
）。
貓ね
こ

の
ご
と
く
し

て
円
頭
大
尾
な
る
も
の
を
貓び
ょ
う

貍り

と
な
す
。
そ
の
気
臭
し
。
肉
食
う
べ
か
ら
ず
。（
中
略
）
斑
あ
り
て
貙ち
ゅ

虎こ

の
ご
と
く
し
て
尖
頭
方
口
な
る
も
の
を
虎
貍
と
な
す
。
よ
く
虫

鼠
果
実
を
食
う
。
そ
の
肉
臭
か
ら
ず
し
て
食
う
べ
し
。（
後
略
）」
と
述
べ
て
い
る
。「
虎
貍
」
は
雑
食
性
な
の
で
、
こ
の
点
「
た
ぬ
き
」
と
同
じ
だ
が
、
形
状
は
異
な
っ

て
い
る
。
一
方
橘
た
ち
ば
な
の

成な
り

季す
え

作
『
古こ

今こ
ん

著ち
ょ

聞も
ん

集じ
ゅ
う

』（
建
長
六
＝
一
二
五
四
成
立
）
に
は
「
狸
」
が
妖
異
を
表
わ
す
話
が
四
編
あ
る
が
、
う
ち
二
例
で
は
捕
ら
え
ら
れ
た

「
狸
」
が
料
理
さ
れ
て
食
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
た
ぬ
き
」
の
肉
は
臭
い
し
、
味
も
よ
ろ
し
く
な
い
そ
う
で
あ
る
（
土
に
埋
め
る
な
ど
し
て
臭
み
を
抜
く
調
理
技
術
も

あ
る
、
と
い
う
が
）。
姿
の
似
た
「
あ
な
ぐ
ま
」（
貒た
ん

。「
ま
み
」「
み
た
ぬ
き
」
と
も
訓
じ
る
）
は
大
層
食
味
が
良
い
（『
本
草
綱
目
啓
蒙
』『
大
和
本
草
』
な
ど
）
そ
う
な

の
で
、
こ
れ
と
の
混
同
と
解
釈
す
れ
ば
、『
著
聞
集
』
の
こ
れ
ら
の
話
の
「
狸
」
は
「
た
ぬ
き
」
で
よ
か
ろ
う
。
さ
て
、
動
作
が
遅
鈍
、
性
格
が
臆
病
（
恐
怖
に
襲
わ
れ

る
と
瞬
間
的
に
気
絶
し
て
し
ま
う
。
専
門
用
語
で
は
「
擬
死
」。
例
の
「
た
ぬ
き
寝
入
り
」
は
こ
れ
）、
胴
長
短
足
で
、
あ
の
愛
嬌
あ
る
顔
の
動
物
が
日
本
で
変へ
ん

化げ

の
一
類
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と
さ
れ
る
の
は
ど
う
に
も
合
点
が
行
か
な
い
。
た
と
え
ば
、
人
見
必ひ
つ

大だ
い

著
『
本
朝
食
鑑
』（
元
禄
八
＝
一
六
九
五
刊
）
に
は
、「
た
ぬ
き
は
腹
鼓
を
打
つ
。
老
い
た
た
ぬ
き

は
化
け
て
人
を
喰
う
。
山
家
に
入
り
込
ん
で
炉
端
に
座
り
、
暖
ま
る
と
陰
嚢
を
延
ば
し
、
長
さ
四
、五
尺
に
も
達
す
る
そ
れ
で
女
性
や
子
ど
も
を
包
ん
で
た
ぶ
ら
か
す
。

云
云
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
島
田
勇
雄
訳
注
『
本
朝
食
鑑
』、
東
洋
文
庫
、
平
凡
社
、
一
九
八
一
）。
な
る
ほ
ど
、
こ
れ
で
は
「
か
ち
か
ち
山
」
で
婆
様
を
殺
し
、
そ
の
姿

に
化
け
て
、
婆
様
の
肉
を
汁
に
し
て
爺
様
に
喰
わ
せ
る
と
い
う
悪
役
を
演
じ
る
の
も
む
べ
な
る
か
な
。
案
ず
る
に
、
中
国
で
は
「
の
ね
こ
」「
や
ま
ね
こ
」
で
あ
る
「
貍
」

が
、
や
ま
ね
こ
が
特
定
の
地
域
に
し
か
棲
息
し
な
い
日
本
で
、
人
家
の
近
く
に
も
出
没
す
る
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
獣
「
た
ぬ
き
」
を
表
わ
す
漢
字
に
い
つ
し
か
当
て
ら
れ
、

「
貍
」
が
妖
怪
と
な
っ
て
た
ち
の
悪
い
所
業
を
働
く
、
中
国
に
お
け
る
数
数
の
故
事
も
伝
え
ら
れ
て
、「
貍
」
→
「
狸
」
→
「
た
ぬ
き
」
が
日
本
で
は
「
化
け
る
」「
兇
悪

な
こ
と
も
あ
る
」
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
鎌
倉
・
室
町
時
代
に
。

（
（（
）�

丹
陽　

現
代
の
鎮
江
。
江
蘇
省
に
あ
る
。

（
（（
）
道
士　

道
教
の
修
行
者
。
道
教
は
後
漢
末
期
頃
か
ら
勃
興
し
た
中
国
在
来
の
宗
教
。
老
子
を
祖
と
す
る
教
義
を
確
定
し
、
仏
教
を
真
似
た
教
団
を
形
成
し
た
も
の
。
天

上
を
支
配
す
る
元
始
天
尊
、
天
か
ら
初
め
て
地
上
に
遣
わ
さ
れ
て
道
を
説
い
た
太
上
老
君
、
後
漢
末
に
再
び
地
上
に
出
現
し
て
教
団
を
組
織
し
た
玉
皇
上
帝
＝
張ち
ょ
う

道ど
う

陵り
ょ
う

の
三
柱
の
神
を
最
上
神
と
す
る
。
こ
の
他
に
も
大
小
無
数
の
神
格
が
あ
る
。

（
（（
）
石
城　

江
蘇
省
呉
県
の
県
城
に
当
た
る
か
。

（
（（
）
丹た
ん

薬や
く　

道
士
が
不
老
不
死
を
願
っ
て
作
る
薬
。

（
（（
）
天
帝　

天
を
支
配
す
る
神
。
万
物
の
創
造
者
。
天
公
。

（
（（
）
二
更　

午
後
九
～
十
一
時
。

（
（（
）
鼉だ

龍り
ゅ
う　

長ち
ょ
う

江こ
う

鰐
。
鰐
目
の
爬
虫
類
。
体
長
二
メ
ー
タ
ー
以
上
に
な
っ
た
そ
う
な
。
か
つ
て
中
国
に
棲
息
。
そ
の
皮
を
太
鼓
に
張
る
と
、
よ
く
鳴
っ
た
と
か
。「
白
い
」

の
は
突
然
変
異
の
ア
ル
ビ
ノ
で
は
な
く
劫
を
経
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

（
（（
）
李り
ぼ
う

撰
『
太
平
広
記
』　

宋
の
太
平
興
国
二
（
九
七
七
）
年
に
太
宗
皇
帝
の
勅
命
で
李
昉
ら
が
作
成
。
漢
代
（
紀
元
前
二
〇
六
─
王
莽
建
国
の
「
新
」
で
中
断
─

二
二
〇
）
か
ら
五
代
（
後
梁
・
後
唐
・
後
晋
・
後
漢
・
後
周
。
九
〇
四
─
五
九
）
ま
で
の
小
説
・
伝
記
を
集
め
、
項
目
別
に
編
集
し
た
も
の
。
全
五
百
巻
。
手
軽
に
入
手

で
き
る
刊
本
と
し
て
は
、
李
昉
等
編
『
太
平
廣
記
』
全
十
冊
（
中
華
書
局
〈
北
京
〉、
一
九
六
一
第
一
版
、
二
〇
〇
三
第
七
次
印
刷
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
簡
体
字
で
は
な

く
旧
字
で
あ
る
上
、
句
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
旧
字
も
句
点
も
大
い
に
助
か
る
。
ま
た
、
王
秀
梅
・
王
泓
冰
編
『『
太
平
廣
記
』
索
引
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
六
第
一
版
、

二
〇
〇
三
第
二
次
印
刷
）、
張
国
風
著
『『
太
平
廣
記
版
本
考
述
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
第
一
版
、
二
〇
〇
四
第
一
次
印
刷
）
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
特
に
前
者
の
存

在
は
あ
り
が
た
い
。

（
（0
）
さ
ま
ざ
ま
な
器
物
や
土
偶
の
怪
の
話
三
十
八
編　

内
容
は
さ
ま
ざ
ま
。「
姜
修
」
は
そ
の
名
の
酒
飲
み
の
許
に
黒
装
束
の
丈
三
尺
ほ
ど
の
ず
ん
ぐ
り
む
っ
く
り
が
訪
れ
、

痛
飲
し
た
挙
句
、
古
い
酒
甕
と
な
る
無
邪
気
な
話
だ
が
、「
王
屋
薪
者
」（
王
屋
に
薪き
こ

る
者
＝
王
屋
山
の
木き

樵こ
り

）
の
よ
う
に
、
鉄
の
銅ど

ら鑼
が
化
け
た
仏
僧
と
亀
の
背
骨
が
化
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け
た
道
士
が
、
互
い
の
教
え
を
誇
り
、
争
う
の
を
、
通
り
合
わ
せ
た
木
樵
が
嘲
り
、
双
方
と
も
役
立
た
ず
だ
、
と
し
て
殺
そ
う
と
す
る
と
、
正
体
を
現
す
、
と
い
う
、
明

ら
か
に
儒
士
が
仏
教
・
道
教
を
諷
刺
し
た
も
の
も
あ
る
。

（
（（
）『
玄
怪
録
』�

牛
僧
孺
（
七
七
九
─
八
四
七
）
著
。
牛
僧
孺
は
科
挙
（
官
吏
登
用
）
の
進
士
を
振
り
出
し
と
し
た
唐
朝
の
高
官
。
隋
の
文
帝
の
治
世
末
期
、
五
九
八
（
一

説
に
六
〇
四
）
年
に
始
ま
り
、
唐
代
に
大
成
し
た
科
挙
制
度
に
よ
る
高
級
官
僚
の
中
心
的
人
物
で
、
李
徳
祐
（
七
八
七
─
八
四
九
）
を
代
表
と
す
る
世
襲
貴
族
勢
力
と
苛

烈
な
権
力
闘
争
を
行
っ
た
。

（
（（
）
砧
に
用
い
る
杵　

前
掲
注
「
杵
」
参
照
。
布
の
艶
出
し
の
た
め
に
砧
（
石
の
叩
き
台
）
に
拡
げ
て
打
つ
杵
。
こ
の
作
業
は
洗
濯
の
た
め
に
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
ジ
ア

一
円
に
掛
け
て
行
わ
れ
た
。

（
（（
）
原
文　
『
太
平
廣
記
』
巻
三
百
六
十
九
「
元
無
有
」。
前
掲
中
華
書
局
第
七
次
版
。

（
（（
）
現
代
語
訳��

こ
れ
は
論
者
の
試
訳
だ
が
、
前
野
直な
お

彬あ
き

に
よ
る
名
訳
が
あ
る
。
前
野
直
彬
訳
『
六
朝
・
唐
・
宋
小
説
集
』（
中
国
古
典
文
学
全
集
６
、
平
凡
社
、
昭
和
三
四

初
版
、
三
七
再
版
）
所
収
「
空
家
の
怪
」。

（
（（
）
宝
応
元
年��

唐
の
粛
宗
の
年
号
。
七
六
二
年
。

（
（（
）
維
揚　

現
江
蘇
省
江
都
県
の
揚
州
。
も
と
「
惟
揚
」
に
作
る
。
古
く
か
ら
諸
人
が
憧
れ
た
、
富
裕
で
繁
華
な
都
市
だ
っ
た
。
隋
の
煬よ
う

帝だ
い

が
開か
い
さ
く鑿
さ
せ
た
中
国
南
北
を
結

ぶ
大
運
河
と
中
国
中
部
の
大
動
脈
長
江
下
流
部
揚
子
江
の
交
叉
点
と
い
う
交
通
の
要
衝
に
当
た
り
、
唐
代
に
は
イ
ス
ラ
ム
の
大
帝
国
ウ
マ
イ
ヤ
朝
（
七
五
〇
ア
ッ
バ
ー
ス

朝
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
）
な
ど
の
商
人
も
こ
の
地
に
来
て
貿
易
を
行
う
者
が
多
く
、
国
際
都
市
と
し
て
殷い
ん
し
ん賑
を
極
め
た
。
西
ア
ジ
ア
か
ら
天
山
南
路
・
北
路
を
経
て
長

安
・
洛
陽
に
通
じ
た
陸
上
交
通
路
は
、
大
運
河
に
よ
っ
て
揚
州
に
達
し
、
更
に
こ
こ
か
ら
は
海
路
で
泉
州
・
広
州
を
経
由
、
南
海
、
イ
ン
ド
洋
を
渡
っ
て
ペ
ル
シ
ア
湾
に

及
び
、
当
時
湾
岸
最
大
の
貿
易
河
港
ア
ル
・
バ
ス
ラ
（
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
に
お
い
て
は
人
口
三
十
万
を
超
え
た
）
に
到
っ
た
。
ア
ル
・
バ
ス
ラ
は
ペ
ル
シ
ア
湾
か
ら
五
五
キ

ロ
、
テ
ィ
グ
リ
ス
、
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
が
合
流
し
た
シ
ャ
ッ
タ
ル
・
ア
ラ
ブ
河
と
運
河
で
結
ば
れ
て
い
る
。
テ
ィ
グ
リ
ス
へ
と
遡
る
と
、
上
流
五
四
五
キ
ロ
に
は
バ
ク
ダ
ー

ド
が
あ
る
。

（
（（
）
戦
乱　

唐
の
皇
帝
玄
宗
（
在
位
七
一
二
─
五
六
）
は
国
境
に
節
度
使
を
配
置
、
こ
れ
ら
に
兵
馬
財
政
の
権
を
委
譲
し
た
。
た
め
に
外
敵
は
効
果
的
に
防
禦
さ
れ
、
国
威

隆
盛
と
な
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
開
元
（
開
元
年
間
＝
七
一
三
─
四
二
）
の
治
」
と
も
称
揚
さ
れ
る
白
銀
時
代
が
齎
さ
れ
た
。
し
か
し
、
玄
宗
の
寵
を
得
て
平へ
い

慮ろ

・
范は
ん

陽よ
う

・

河か

東と
う

の
三
節
度
使
を
兼
ね
た
安
録
山
が
七
五
五
年
乱
を
起
こ
し
、
東
都
洛
陽
を
陥お
と

し
、
首
都
長
安
に
迫
り
、
自
ら
大
燕
皇
帝
と
号
し
た
。
七
五
七
年
そ
の
実
子
慶
緒
に
殺

さ
れ
る
。
玄
宗
は
蒙
塵
し
て
蜀
に
難
を
避
け
、
子
の
粛
宗
（
在
位
七
五
六
─
六
一
）
は
ウ
イ
グ
ル
な
ど
の
兵
を
借
り
て
政
権
回
復
を
図
っ
た
。
し
か
し
叛
乱
が
平
定
さ
れ

た
の
は
漸
く
粛
宗
の
子
の
代
宗
（
在
位
七
六
二
─
六
五
）
の
世
に
な
っ
て
で
あ
る
。

（
（（
）
夕
月　
「
斜
月
」
は
本
来
「
西
に
落
ち
か
か
る
月
」
の
意
だ
が
、
こ
こ
で
は
前
後
の
文
脈
か
ら
意
訳
し
た
。

（
（（
）
斉せ
い

魯ろ　

斉
・
魯
は
と
も
に
周
代
の
諸
侯
の
国
だ
が
、
こ
こ
で
は
と
も
に
山
東
省
の
別
称
。
山
東
省
は
絹
織
物
で
有
名
。
山
東
省
の
英
語
名
シ
ャ
ン
タ
ンShantung�

は
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山シ
ャ
ン
タ
ン東
絹シ
ル
ク

（
繭け
ん

紬ち
ゅ
う

）
を
も
指
す
。

（
（0
）
表
座
敷　
「
堂
隍
」
は
「
堂
皇
」
あ
る
い
は
「
堂
堭
」
で
あ
ろ
う
。
本
来
「
四
壁
の
無
い
建
物
」
だ
が
、
こ
れ
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
「
表
座
敷
」

と
し
た
。「
堂
」
は
屋
敷
の
中
央
以
南
の
平
土
間
の
広
い
場
所
だ
か
ら
。

（
（（
）
阮げ
ん

籍せ
き　

二
一
〇
─
六
三
年
。
字
は
嗣
宗
。
三
国
時
代
の
魏
の
文
人
。
い
わ
ゆ
る
「
竹
林
の
七
賢
」
の
一
人
。
同
好
の
士
は
青
眼
で
、
礼
教
の
士
は
白
眼
で
迎
え
た
、
と

い
う
。

（
（（
）
瞿く

佑ゆ
う　

一
三
四
一
─
一
四
二
七
年
。
字
は
宗
吉
、
存
斎
と
号
す
。
浙
江
省
銭せ
ん
と
う塘
の
人
。『
剪
刀
録
』
四
十
巻
を
著
す
が
、
こ
れ
は
既
に
彼
の
生
前
に
散
逸
し
て
し
ま
い
、

胡こ

子し

昴ご
う

と
い
う
人
物
が
内
四
巻
を
入
手
、
当
時
瞿
佑
が
流
さ
れ
て
い
た
陝
西
省
保
安
に
ま
で
赴
き
、
校
閲
し
て
も
ら
っ
た
の
が
世
に
残
り
、『
剪
刀
新
話
』
と
称
さ
れ
た
、

と
い
う
。

（
（（
）
李り

禎て
い　

一
三
七
六
─
一
四
五
二
年
。
字
は
昌し
ょ
う

祺き

。
江
西
省
廬
陵
の
人
。
進
士
及
第
。
高
官
を
歴
任
。
文
人
と
し
て
も
高
名
だ
っ
た
が
、
小
説
集
『
剪
刀
余
話
』
を
編

ん
だ
の
で
世
人
の
評
価
が
下
落
し
た
、
と
い
う
。
小
説
な
ど
官
途
に
就
い
て
い
る
知
識
人
が
手
を
染
め
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
一
般
常
識
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
（（
）
浅あ
さ
い井
了り
ょ
う

意い　

？
─
一
六
九
一
年
。
江
戸
前
期
の
仮
名
草
子
作
者
。『
剪
刀
新
話
』
か
ら
の
翻
案
十
八
編
を
含
む
怪
奇
小
説
集
『
伽お
と
ぎ

婢ぼ
う

子こ

』
を
初
め
と
し
、『
東
海
道
名

所
記
』、『
新
可
笑
記
』
な
ど
が
あ
る
。
父
は
俗
称
東
本
願
寺
（
浄
土
真
宗
大
谷
派
本
山
）
末
寺
本
照
寺
（
摂
津
国
三
嶋
江
＝
現
高
槻
市
）
住
職
。
父
の
弟
、
す
な
わ
ち
叔

父
の
東
本
願
寺
か
ら
の
出
奔
に
連
座
し
て
寺
を
追
わ
れ
た
父
と
も
ど
も
故
郷
を
後
に
し
た
。
従
っ
て
そ
の
前
半
生
は
辛
酸
を
嘗な

め
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
寛
永
年
間

（
一
六
二
四
─
四
四
）
末
京
都
に
移
住
、
や
が
て
出
家
、
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
─
七
三
）
末
年
に
は
本
山
に
帰
参
が
叶
う
。
本
照
寺
と
同
音
の
本
性
寺
を
紙
寺
号
（
名

義
の
み
の
寺
号
）
と
し
て
本
山
か
ら
許
さ
れ
た
延
宝
三
（
一
六
七
五
）
年
以
降
、
書
名
に
は
本
性
寺
昭
儀
坊
了
意
を
用
い
た
。
八
十
歳
以
上
で
世
を
終
わ
っ
た
ら
し
い
。

（
（（
）『
狗い
ぬ

張は
り

子こ

』　

元
禄
五
（
一
六
九
二
）
年
出
版
。

（
（（
）「
塩
田
平
九
郎
怪
異
を
見
る
」　
『
怪
談
名
作
集
』（
日
本
名
著
全
集
第
一
期
、
江
戸
文
芸
之
部
第
十
巻
、
日
本
名
著
全
集
刊
行
会
、
昭
和
二
）。

（
（（
）�

関
敬
吾
編
著
『
日
本
昔
話
大
成
』　

全
十
二
巻
（
角
川
書
店
、
昭
和
五
四
初
版
）。

（
（（
）
四
回
で
な
け
れ
ば
纏
ら
な
い　

前
掲
書
「
化
け
物
問
答
」
の
類
話
で
は
、「
さ
い
ち
く
り
ん
の
け
い
さ
ん
ぞ
く
〔「
さ
ん
ぞ
く
け
い
」
の
訛
伝
で
あ
ろ
う
〕」、「
な
ん
ち

の
り
ぎ
ょ
」、「
ほ
く
ざ
ん
び
ゃ
っ
こ
」、「
と
う
ざ
ん
ば
こ
つ
」
が
、「
ち
ん
ほ
く
内
に
か
」
と
言
っ
て
、
山
寺
へ
や
っ
て
来
る
。「
西
竹
林
の
三
足
鶏
」、「
南
池
の
鯉
魚
」、

「
北
山
白
狐
」、「
東
山
馬
骨
」
で
あ
る
。「
ち
ん
ほ
く
」
と
呼
ば
れ
る
留
守
居
役
は
墨
壺
と
筆
（
矢や

立た
て

と
し
て
一
つ
の
存
在
扱
い
）。「
ち
ん
ほ
く
」
は
勿
論
「
椿ち
ん

木ぼ
く

」
な
の

だ
が
、
こ
の
話
の
語
り
手
に
は
そ
れ
が
な
ん
だ
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
お
り
、
矢
立
の
名
と
し
た
の
だ
ろ
う
。

（
（（
）「
椿
を
信
仰
上
の
特
別
な
木
と
み
な
す
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
道
具
を
作
る
こ
と
を
忌
む
地
方
も
多
い
」　

鈴
木
棠と
う
ぞ
う三
著
『
日
本
俗
信
辞
典　

動
植
物
編
』（
角
川
書
店
、

昭
和
五
七
初
版
）。
前
掲
書
に
は
「
岡
山
県
勝
田
郡
で
は
、
椿
の
槌
を
使
う
こ
と
を
戒
め
る
。
あ
る
時
、
椿
の
槌
が
夜
鳴
を
し
た
こ
と
が
あ
り
、
割
る
と
血
が
出
た
、
と

い
う
」
と
も
あ
る
。
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（
（0
）『
宿と
の
い直
草ぐ
さ

』　
『
江
戸
怪
談
集
』
上
（
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
）
所
収
。
江
戸
初
期
の
仮
名
草
子
の
一
つ
。
萩
田
安
静
著
。
開
版
延
宝
五
（
一
六
七
七
）
年
。

（
（（
）
な
ど
か
古
下
駄
も
師
走
を
待
ち
て
踊
ら
ざ
ら
ん　

は
て
、
古
下
駄
が
な
ぜ
師
走
に
踊
る
の
か
。
世
人
が
正
月
を
迎
え
る
た
め
身
の
回
り
の
品
品
を
新
調
す
る
と
、
古
傘
、

古
蓑
、
古
合
羽
、
古
下
駄
の
た
ぐ
い
も
掃
き
溜
に
棄
て
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
恨
ん
で
付
喪
神
に
な
り
、
怪
異
を
示
す
、
と
で
も
言
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

（
（（
）『
百ひ
ゃ
っ

鬼き

夜や

行ぎ
ょ
う

絵
巻
』　

古
い
器
物
が
付
喪
神
（
精
怪
）
と
な
る
、
と
の
民
間
信
仰
を
反
映
し
て
、
鎌
倉
末
期
か
ら
室
町
時
代
に
至
る
ま
で
、
そ
う
し
た
器
物
の
化
け
物

を
描
い
た
絵
巻
が
幾
つ
も
出
た
。
現
存
す
る
も
の
に
伝
土
佐
光
信
筆
、
伝
土
佐
経
隆
筆
が
あ
る
。


